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静岡商工会議所報［シング］
家 康 公 が 育 て た 商 工 業 を 未 来 へ家家 康家家 公 が 育 て た 商 工 業 を 未

家康公の最初の奥さん築山殿は、今川義元の姪で、
静岡市瀬名で生まれたので瀬名姫と呼ばれていました。
家康公はのちに15人ほどの奥さんと結婚するのです。

※家康公の生涯を1年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／絵

　　

製造現場改善への取り組み
ものづくり伝統産業フェア
2015駿府秋のわくわく祭



産業・情報プラザをご活用ください！ 研修室等を貸し出しています。
お気軽にお問い合わせください。

３
F

静岡市清水産業・情報プラザ

・・完全個室型  ・・空調（冷暖房）個別対応  ・・インターネットＬＡＮ回線（無料）  ・・３６５日、２４時間使用可能
【入居期間】 最長３年間　【入居中の費用】 室料、電気料、駐車場料
【入居条件】・創業５年以内  ・・ＩＴを活用した事業  ・・新分野への進出

社内研修や講演会等にご利用
いただけます。また、貸し出し
可能なパソコンもご用意して
おり、インターネットを使用する研修会も開催できます。

指定管理者：静岡商工会議所
※第3日曜日・祝祭日・年末年始は休館日です。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6番17号　TEL054-355-5400　FAX054-352-7817　E-mail：info@siip.jp　URL：http://www.siip.jp/

会議室1
少人数での打ち合わせや、会議にご利用いただけます。

研修室1・2

創業者育成室の入居者募集中

会議室2
少人数での打ち合わせや、研修会の講師控室等にご利用いただけます。

◎入居審査会（書類・面接）があります。

◎公共施設ですので、営利目的や公の秩序等を害する使用はできません。◎利用希望日の7日前までに申込み手続きが必要です。

■各部屋料金　★Wi-Fi使えます

研修室1・2（50名定員）

研修室2（20名定員）

研修室1（30名定員）

7,700円
3,080円
4,620円
9：00→12：00

10,270円
4,110円
6,160円

13：00→17：00

7,700円
3,080円

会議室2（ 8名定員）

会議室1（15名定員）

610円
3,080円

820円
4,110円

610円
3,080円

4,620円
18：00→21：00

■設備（特殊機器）使用料
・パソコン1台（1時間）100円
・ビデオプロジェクター（1時間）
　研修室1：1,020円
　研修室2： 510円

▲会議室1

６・７
F

インターネットの閲覧のほか、ワード、エクセルなども
ご利用いただけます。

インターネット体験コーナー
お手持ちのノートパソコン等をインターネットに無料で
接続できます。

無線LAN体験コーナー２
F

★Wi-Fi使えます

★Wi-Fi使えます

清
水
の
地
酒

次
郎
長
と
サ
ッ
カ
ー

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
で
お
な
じ
み
の
港
町

清
水
か
ら
世
界
に
お
届
け
す
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
静
岡
吟
醸

大
吟
醸 

袋
吊
斗
壜
囲
い

山
田
錦
35
％

７
２
０
㎖

５
，０
０
０
円（
税
別
）

１
．８
ℓ

１
０
，０
０
０
円（
税
別
）

純
米
吟
醸　
山
田
錦
55
％

７
２
０
㎖
１
，４
５
０
円（
税
別
）

１
．８
ℓ

２
，８
５
０
円（
税
別
）

純
米
吟
醸　
五
百
万
石
55
％

７
２
０
㎖
１
，３
０
０
円（
税
別
）

１
．８
ℓ

２
，６
０
０
円（
税
別
）

純
米
吟
醸　
五
百
万
石
60
％

７
２
０
㎖
１
，３
０
０
円（
税
別
）

１
．８
ℓ

２
，６
０
０
円（
税
別
）

三
和
酒
造
株
式
会
社

〒
４
２
４-

０
０
３
８

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
西
久
保
５
０
１
番
地
の
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
４-

３
６
６-

０
８
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
４-

３
６
６-

０
３
８
０

http://w
w
w
.garyubai.com

平
成
27
年
全
国
新
酒
鑑
評
会
金
賞
受
賞



駿府静岡
　と
　　私

【第43回】

　

天
正
十
八
年（
一
五
九
○
）八
月
一

日（
八
朔
）、家
康
公
は
小
村
で
あ
っ
た

江
戸
に
入
り
ま
す
。こ
れ
を「
江
戸
御

打
入
り
」と
呼
び
、八
朔
の
日
は
幕
府

と
江
戸
市
民
の
重
要
な
祝
日
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
日
、幕
府
の
吉
例
に
な

ら
っ
て
吉
原
の
遊
女
た
ち
が
揃
っ
て
純

白
の
衣
装
を
着
た
こ
と
も
有
名
で
す
。

　

そ
の
前
年
に
家
康
公
は
駿
府
で
天

台
宗
の
僧
・天
海
と
会
い
、帰
依
す
る

と
と
も
に
、そ
れ
以
降
徳
川
家
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
起
用
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
御
打
入
り
の
二
年
後
、文
禄・

慶
長
の
役（
一
五
九
二―
九
八
）と
呼

ば
れ
る
朝
鮮
出
兵
が
始
ま
り
ま
し

た
。こ
の
戦
争
は
十
六
世
紀
世
界
最

大
の
戦
争
で
、派
遣
さ
れ
た
日
本
軍
に

も
、救
援
に
駆
け
つ
け
た
明
国
軍
に

も
、そ
し
て
何
よ
り
も
突
然
戦
場
と

な
っ
た
朝
鮮
国
の
人
々
に
と
っ
て
も
、本

当
に
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

の
支
配
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
に
、難
破
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船

の
水
先
案
内
人
で
あ
っ
た
英
国
人
ウ
ィ

リ
ア
ム・ア
ダ
ム
ス（
三
浦
按
針
）と
オ

ラ
ン
ダ
人
ヤ
ン・ヨ
ー
ス
テ
ン
を
召
し
出

し
て
側
近
に
加
え
て
い
ま
す
。

　

二
年
半
後
の
慶
長
八
年
に
征
夷
大

将
軍
と
な
っ
て
江
戸
に
幕
府
を
開
き

ま
し
た
。そ
の
二
年
後
の
慶
長
十
年
に

は
将
軍
職
を
秀
忠
に
譲
り
、天
下
普

請
と
し
て
駿
府
城
を
大
改
築
し
、慶

長
十
二
年
、十
七
年
ぶ
り
に
三
度
目
の

駿
府
へ
大
御
所
と
し
て
移
り
ま
し
た
。

臨
済
宗
の
禅
僧・金
地
院
崇
伝
と
、若

き
俊
英
の
儒
者
・
林
羅
山
を
召
し
出

し
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

家
康
公
最
後
の
戦
い
は
、関
ヶ
原
の

合
戦
か
ら
十
四
年
後
の
慶
長
十
七
年

（
一
六
一
四
）に
起
こ
っ
た
大
坂
冬
の
陣

と
翌
年
の
夏
の
陣
で
、家
康
公
は
七
十

四
歳
で
し
た
。

　

秀
吉
か
ら
辺
境
の
地
で
あ
っ
た
関
東

に
追
い
や
ら
れ
た
家
康
公
の
朝
鮮
出
兵

は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、秀
吉
の
命
を

受
け
渡
朝
し
て
厳
し
く
督
戦
に
努
め

る
石
田
三
成
ら
朝
鮮
奉
行
と
、苦
し
い

戦
い
を
続
け
る
加
藤
、黒
田
ら
の
諸
将

と
の
あ
い
だ
に
確
執
が
生
ま
れ
ま
す
。

後
の
関
ヶ
原
の
合
戦
で
、こ
れ
ら
第
一
線

で
戦
っ
た
諸
将
の
多
く
が
、家
康
公
率

い
る
東
軍
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　

秀
吉
は
三
十
万
の
新
た
な
軍
勢
を

率
い
て
渡
朝
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま

す
が
、家
康
公
と
前
田
利
家
の
反
対
に

あ
い
、失
意
の
内
に
慶
長
三
年（
一
五
九

八
）、六
十
二
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。利

家
と
家
康
公
は
そ
の
喪
を
秘
し
た
ま

ま
、全
軍
の
引
き
上
げ
を
命
じ
ま
す
。

　

慶
長
五
年（
一
六
〇
○
）、五
十
九

歳
の
家
康
公
は
天
下
分
け
目
の
関
ヶ

原
の
合
戦
で
勝
利
し
、事
実
上
の
日
本

渡辺重明氏「在りし日の駿府城 慶長13年（1608）頃（部分）」。家康公は天正期に築いたニノ丸までの城を三ノ丸
まで拡張し、全面的に改築して、大御所時代の駿府城を築いた。富士山を借景に天下人のシンボルとしての美を
追求し、本丸には五層七重の天守閣と御殿、紅葉山庭園を築いた。（画像提供：駿府城を愛する会）

は
っ
さ
く

み
う
ら
あ
ん
じ
ん

て
ん
か
い

こ
ん
ち
い
ん
す
う
で
ん

は
や
し
ら
ざ
ん



　
10
月
３
日
㈯・４
日
㈰

駿
府
踟（
ね
り
）勢
揃
い

静
岡
市・青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

℡
０
５
４‐

２
２
１‐

１
０
５
１

（
静
岡
市
葵
区
地
域
総
務
課
）

10
月
３
日
㈯ 

13
時
30
分
〜

講
演
会「
家
康
公
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」

静
岡
市・コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
七
間
町

℡
０
５
４‐

２
７
３‐

５
６
４
０

（
喫
茶
じ
ゅ
げ
む
）

10
月
10
日
㈯ 

10
時
〜
16
時
30
分

だ
い
い
ち
テ
レ
ビ
６
時
間
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
ｉｎ
草
薙
運
動
場
ま
つ
り

静
岡
市・草
薙
総
合
運
動
場

℡
０
１
２
０‐

０
５
４‐

２
８
３

（
事
務
局
）

10
月
10
日
㈯ 

14
時
〜

講
演
会「
三
河
時
代
の
家
康
を
考

え
る
⑤
家
康
の
城
」

岡
崎
市・岡
崎
市
福
祉
会
館

℡
０
５
６
４‐

２
８‐

５
０
０
２

（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

10
月
11
日
㈰ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
関
ヶ
原
合
戦
ま
つ
り
と
天
下
分
け

目
の
関
ヶ
原
史
跡
め
ぐ
り
」

関
ヶ
原
町・Ｊ
Ｒ
関
ヶ
原
駅

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

10
月
14
日
㈬ 

14
時
〜

徳
川
み
ら
い
学
会
第
４
回
講
演
会

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル

℡
０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

（
徳
川
み
ら
い
学
会
）

10
月
17
日
㈯

久
能
山
東
照
宮「
秋
季
大
祭
」

静
岡
市・久
能
山
東
照
宮

℡
０
５
４‐

２
３
７‐

２
４
３
８

（
久
能
山
東
照
宮
）

10
月
17
日
㈯ 

８
時
〜
13
時

路
線
バ
ス
で
行
く
家
康
公
の
墓
参

り・御
利
益
イ
ベ
ン
ト

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口

℡
０
５
４‐

２
４
８‐

１
５
３
９

（
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

10
月
17
日
㈯
〜
25
日
㈰

第
24
回
ハ
マ
マ
ツ・ジ
ャ
ズ・ウ
ィ
ー
ク

浜
松
市・ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
ほ
か

℡
０
５
３‐

４
５
６‐
７
７
０
０

（
事
務
局
）

10
月
17
日
㈯ 

13
時
〜
16
時
30
分

家
康
サ
ミ
ッ
ト
三
都
物
語・岡
崎
編

「
家
康
の
城
を
考
え
る
」

岡
崎
市・図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

６
６
５
３

（
岡
崎
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

10
月
17
日
㈯ 

９
時
30
分
〜
17
時

バ
ス
ツ
ア
ー「
三
河
か
ら
遠
州
へ
三

河
時
代
の
家
康
の
足
跡
を
た
ど
る

④
東
三
河
攻
略
」

岡
崎
市・岡
崎
市
美
術
博
物
館

℡
０
５
６
４‐

２
８‐

５
０
０
２

（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
）

10
月
17
日
㈯ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
本
能
寺
の
変
家
康
公
伊
賀
越
え
の

道・亀
山
金
王
道
を
歩
く
」

亀
山
市・Ｊ
Ｒ
下
庄
駅

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

10
月
18
日
㈰ 

14
時
〜
15
時
30
分

小
和
田
哲
男
氏
講
演
会

「
本
を
読
ん
で
天
下
を
取
っ
た
家
康
」

静
岡
市・静
岡
県
立
中
央
図
書
館

℡
０
５
４‐

２
６
２‐

１
２
４
６

（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
）

10
月
18
日
㈰

東
海
道
五
十
三
次
街
道
を
行
く
⑤

島
田
市・金
谷
宿
〜
掛
川
市・千
羽

℡
０
５
４‐

２
６
０‐

７
９
０
２

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ツ
ア
ー
ズ
）

10
月
18
日
㈰ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
家
康
公
ゆ
か
り
の
志
戸
呂
焼
窯
元

巡
り
と
日
限
地
蔵
尊
」

島
田
市・Ｊ
Ｒ
金
谷
駅
ス
タ
ー
ト

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

10
月
24
日
㈯ 

14
時
〜

連
続
講
座
静
岡×

徳
川
時
代
⑤

静
岡
と
書
物 

山
田
長
政

静
岡
市・グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

℡
０
５
４‐
２
８
９‐

９
０
０
０

（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
）

10
月
24
日
㈯ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
家
康
公
の
天
下
取
り
と
家
康
楽
市

秋
の
陣
を
訪
ね
て
」

浜
松
市・Ｊ
Ｒ
浜
松
駅

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

10
月
25
日
㈰ 

８
時
30
分
〜

バ
ス
ツ
ア
ー「
家
康
公
御
用
茶
の
里

訪
問
と
駿
府
本
山
お
茶
壺
道
中・口

切
り
の
儀
」

家
康
公
四
百
年
祭
イ
ベ
ン
ト

※詳細は静岡商工会議所ホームページをご覧ください。
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成
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10
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年
11
月

静
岡
市・Ｊ
Ｒ
静
岡
駅

℡
０
５
４‐

２
７
２‐

０
５
２
５

（
そ
ふ
と
研
究
室
）

10
月
25
日
㈰ 

８
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
家
康
公
が
愛
で
た
朝
比
奈
ち
ま
き
を
再

現
。フ
ー
ド
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
ふ
じ
え
だ
食
べ
歩
き
」

藤
枝
市・Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅

℡
０
５
０‐

３
７
７
２‐

３
９
１
０

（
Ｊ
Ｒ
東
海
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）

10
月
25
日
㈰ 

９
時
〜
15
時

フ
ー
ド
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＆
食
育
フ
ェ
ア

藤
枝
市
民
体
育
館・武
道
館

℡
０
５
４‐

６
４
５‐

１
１
１
１

（
藤
枝
市
健
康
推
進
課
）

10
月
25
日
㈰

第
29
回
峠
の
国
盗
り
綱
引
き
合
戦

浜
松
市
天
竜
区
水
窪
町
兵
越
峠

℡
０
５
３‐

９
８
７‐

０
４
３
２

（
天
竜
商
工
会
水
窪
支
所
）

10
月
30
日
㈮
〜
11
月
３
日
㈫

家
康
公
四
百
年
祭「
岡
崎
城
ま
つ
り
」

岡
崎
市・岡
崎
公
園

℡
０
５
６
４‐

２
３‐

６
３
８
４

（
岡
崎
市
観
光
課
）

10
月
31
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈫

大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ｉｎ
静
岡

静
岡
市・駿
府
城
公
園
ほ
か

℡
０
５
４‐

２
０
５‐

９
８
４
０

（
実
行
委
員
会
）

　
11
月
１
日
㈰ 

13
時
30
分
〜

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
徳
川
創
業
期
を
支
え
た
家
臣
団
」

岡
崎
市・竜
美
丘
会
館

℡
０
５
６
４‐
２
５‐

７
１
５
５

（
岡
崎
信
用
金
庫
）

　

浜
松
商
工
会
議

所
青
年
部
の
創
立

30
周
年
事
業
の
一
環

で
、「
交
流
綱
引
き

大
会
」を
主
に
、食
や

文
化
、産
業
を
紹
介

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
日　

時
】10
月
11
日（
日
） 

11
時
〜
18
時

【
会　

場
】浜
松
城
公
園（
浜
松
市
）

■
交
流
綱
引
き
大
会

一
チ
ー
ム
６
人
編
成

小
学
生
、一
般
男
子
、一
般
男
女
混
合
各
30
チ
ー
ム

■
東
海
グ
ル
メ・
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

軽
ト
ラ
市
、飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス

■
浜
松
商
工
会
議
所
女
性
会「
濱
メ
ン
＆
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催
直
前
イ
ベ
ン
ト

■
そ
の
他　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
交
流
、手
筒
花
火
他

【
主
催
・
問
合
先
】浜
松
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３-

４
５
２-

１
１
１
３
）

　

浜
松
で
17
年
間
過
ご
し
た
家
康
公
の
活
躍
と
、天
下

統
一
へ
向
け
て
の
礎
と
な
っ
た
浜

松
時
代
の
戦
い
を
戦
国
絵
巻
で

再
現
し
ま
す
。浜
松
の
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
も
活
躍
し
ま
す
。

　

ま
た
同
時
開
催
の
家
康
楽
市

は
、出
世
の
力
を
持
つ「
浜
松
パ
ワ

ー
フ
ー
ド
」が
勢
ぞ
ろ
い
し
、浜
松

の
料
理
屋
さ
ん
が
腕
を
ふ
る
う

食
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。各
地

か
ら
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集
合
し
、イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

【
日　

時
】10
月
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

【
会　

場
】浜
松
城
公
園（
浜
松
市
）

【
主
催
・
問
合
先
】出
世
の
街
浜
松
家
康
公
祭
り
実
行

委
員
会（
事
務
局
浜
松
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ

ー
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３-

４
５
８-

０
０
１
１
）



※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成27年10月1日発行 第67号（毎月1日発行）

　

・シーズネットワーク公開講座(静)

・マル経資金説明相談会(静・清)

　

　

　

・清水港興津フェア(興津国際流通センター)

・税務相談会(清)　・創業・起業相談会(静)

　

・珠算・暗算段位認定試験

・個別商談会(静)

・発明・特許相談会(静)　・秋の芸妓の踊り鑑賞会(大花)

・法律相談会(静)
・第4回みてたバル(～10/9 御幸町・伝馬町・鷹匠界隈)
・税務相談会(静)
・ロンドンバスで巡る駿府商店街と家康公ゆかりの地(七間町七ぶらシネマ通り繁栄会)

・ビジネスマネジャー検定試験申込受付(～11/6)
・創業・起業相談会(静)　・秋の芸妓の踊り鑑賞会(茄子の花無庵)

・清水港マグロまつり(JR清水駅東口他)　・清水まぐろ大使・天使祭り(JR清水駅江尻口商店街)
・第30回日・タイ友好長政まつり(静岡浅間通り商店街)　・徳川祭り(駿府城公園)

・薪能・羽衣まつり(三保松原)　・駿府ふるさと収穫祭(～10/12 紺屋町・呉服町・呉六・七間町名店街)
・わくわく百縁［100円］市(静岡市民会館通り商店会)　・わくわくガラポン抽選会(草薙商店会)
・オオヤマルシェ(大谷街道発展会)　・小鹿秋まつり、わくわく大抽選会&ゲーム大会(小鹿商店会)

・IT・情報化相談会(静・清)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・創業相談会(清)　・徳川みらい学会第4回講演会(静岡市民文化会館)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)
・ロバストデザインセミナー(清)　・静岡経営塾公開講座(清)

・2015駿府秋のわくわく祭（～10/12 市内商店街・大型店）
・同イベントオープニングセレモニーイベント（けやき通り）

・卸商業部会視察会(～10/17 高崎・仙台)
・秋の芸妓の踊り鑑賞会(待月楼)
・七間町青空市(七間町名店街)
・清水エスパルスVSベガルタ仙台(アイスタ)

・デザイン相談会(静岡市クリエーター支援センター)　・融資相談会(静)
・ロバストデザインセミナー(清)　・情報化セミナー(清)

・許認可・著作権相談会(静)
・パソコン会計セミナー(～10/20 清)

・司法書士相談会(静)　・健康相談(静)　・一日公庫(清)
・労務・特許相談会(清)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・法律相談会(静)　・常議員会・議員懇談会(静)
・情報化セミナー(清)
・税務相談会(静)
・“売れる”筆文字POP実践講座(静岡第一ホテル)
・清水エスパルスVS柏レイソル(アイスタ)
・鷹の市＆駿府市(鷹匠１丁目・駿府町商店街)
・おまちdeハロウィン2015(～10/25 中央商店街連合会)

・個別商談会(静)　・情報化セミナー(清)　・静岡経営塾公開講座(清)
・ロバストデザインセミナー(清)　・女性会公開セミナー(あざれあ)

・IT・情報化相談会(清)　・法律相談会(清)
・中小企業会計啓発・普及セミナー(静)

・七間町青空市(七間町名店街)
・MiTeTaまちあそびDEハロウィン(御幸町・伝馬町・鷹匠界隈)

・秋の芸妓の踊り鑑賞会(求友亭)
・静岡市内企業「交流会型」説明会(秋葉原UDX)

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集：製造業部会
世界に広がるKAIZEN
～現場改善を成功させるアプローチ～
改善を当社の文化に　㈲巴川加工所
整理・整頓・清掃で企業体質強化！　保坂シール印刷㈱
業務改善で顧客サービス向上！　㈱濵村屋

将軍職を秀忠に譲り、駿府へ

駿河ものづくり・伝統産業フェア2015 11/7～15

東京からこんにちは
作曲家、音楽プロデューサー
仁科亜弓さん

わが社自慢の商品・サービス
清水産業・情報プラザ入居者、他

しごとなでしこ
住田 渚さん
静岡の未来
坪井隆幸さん

しずおか味な店
鉄板焼きレストラン ドン・岩﨑

オーレ！エスパルス！
鎌田翔雅選手
㈱アイエイアイ

徳川みらい学会
家康公と鷹狩

誌上経営相談
技能者育成とコスト管理
新会員ご紹介
6月ご入会事業所

2015 駿府秋のわくわく祭
10/3～12

家康公四百年祭
10月イベント、「ちいき。げんき。つなひき。」「家康楽市・秋の陣」

写真で見る静岡商工会議所の動き
８月の商工会議所事業

今年度の表紙は、家康公の生涯を、たたらなおきさん
が描きます。
弘治３年（1557）正月15日、家康公（元信）は、元服の
折に理髪の役をつとめた関口義広の娘「瀬名姫」と駿
府今川館で結婚。義広の妻は今川義元の妹なので、家
康公は義元の姪を妻に迎えたことになります。永禄２
年（1559）に長男、翌年に長女が駿府で誕生。桶狭間
の戦い（1560）を経て、岡崎城に移った家康公は永禄
５年（1562）、駿府で人質に取られている妻と長男、長
女を奪還するため、今川氏の重臣・鵜殿長照の二人の
子を生け捕りにし、駿府で妻子との人質交換に成功
し、岡崎城に引き取りました。しかし、家康公は妻「築山
殿」の叔父（義元）の仇である信長と同盟を結んでお
り、元亀元年（1570）には居城を浜松に移したため、
夫婦仲は冷めていき、天正７年（1579）８月、築山殿は
殺され、長男・信康は自刃に追いこまれてしまいます。
たたらなおきさんは静岡市生まれの造形作家。
静岡市葵区千代田５丁目7-25-10
TEL054-245-0049

表紙／家康公物語①築山殿と夫婦になった十六歳



製造業部会　部会長　

榊原公一氏

製
造
業
部
会
特
集

　

静
岡
商
工
会
議
所
製
造
業
部
会
は
、機

械・電
気
、工
業
、食
品
、木
材
合
板
、エ
ネ

ル
ギ
ー
、木
漆
の
６
つ
の
分
科
会
を
設
け

て
、も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
、地
域
活
性

化
支
援
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
内
総
生
産
の
お
よ
そ
３
分
の
１
を
占

め
る
静
岡
県
の
製
造
品
出
荷
額
は
、少
し

前
の
数
字
で
す
が
、平
成
２５
年
度
で
１
５

兆
６
，３
９
６
億
円
で
全
国
４
位
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。事
業
所
数
は
全
国
５
位
、従

業
員
数
で
は
全
国
３
位
で
す
。

　

静
岡
市
統
計
書（
平
成
２６
年
版
）に
よ

る
と
本
市
の
製
造
品
出
荷
額
で
は
、多
い

業
種
別
に
、
①
電
気
機
械
器
具

5,
5
8
6
億
円
、②
食
料
品
2,
2
8
2

億
円
、③
化
学
工
業
2,
0
9
3
億
円
の

順
で
、続
い
て
、④
は
ん
用
機
械
器
具
、⑤

非
鉄
金
属
、⑥
金
属
製
品
、⑦
輸
送
用
機

械
器
具
等
と
続
い
て
お
り
ま
す
。前
年
等

に
比
べ
て
化
学
工
業
、は
ん
用
機
械
器
具

の
出
荷
額
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
静
岡
県
、静
岡
市
を
リ
ー

ド
す
る
製
造
業
は
、高
度
な
技
術・も
の
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、当
製
造
業
部

会
で
も
、主
要
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、静

岡
市
よ
り
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、静

岡
市
清
水
産
業・情
報
プ
ラ
ザ
内
に
運
営

審
査
会
を
設
置
し
、新
産
業
開
発
振
興
機

構
と
も
連
携
し
、『
製
造
現
場
改
善
支
援

事
業（
委
員
長
：
二
渡 

肇 

新
産
業
開
発

振
興
機
構
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）』を
進
め
て
い

ま
す
。

　

私
も
運
営
審
査
委
員
を
仰
せ
つ
か
り
、

静
岡
地
域
に
集
積
す
る
中
小
製
造
業
者
の

競
争
力
向
上
を
図
る
た
め
、企
業
の
優
秀

な
技
術
者
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
し
た
専
門
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
、企
業
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

各
企
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、企

業
が
掲
げ
る
目
標
達
成
の
為
の
現
場
改

善
や
、製
品・技
術
の
高
付
加
価
値
化
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
本
事
業
は
、静
岡
を
牽

引
す
る
も
の
づ
く
り
産
業
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
事
業
の 

一 

つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
も
平
成
22
年
度
よ
り
開
始
し
、

5
年
間
で
50
件
以
上
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。本
年
度
は
中
で
も
成
果
が
顕
著
に
現

れ
た
事
業
所
を
表
彰
す
る
計
画
も
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
製
造
業
部
会
の
特
集
で
は
、本

事
業
に
よ
り
、５
Ｓ（
３
Ｓ
）や
品
質
向
上

な
ど
、専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
支
援
の

も
と『
現
場
改
善
』で
企
業
体
質
強
化
に

取
組
む
企
業
を
紹
介
し
ま
す
。

株式会社小糸製作所
代表取締役副社長 

～現場改善を成功させるアプローチ～

特
集
特

世 界 に  広 が る



改
善
を
当
社
の
文
化
に

　

〜
改
善
を
継
続
す
る
た
め
に
〜

北
川
グ
ル
ー
プ　

有
限
会
社 

巴
川
加
工
所

　

改
善
活
動
へ
の
取
組
み
前
は
、生
産
ラ
イ

ン
に
お
け
る
仕
掛
品
が
多
く
存
在
し
、工
場

内
が
雑
然
と
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、業
務

分
担
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
生

産
効
率
が
向
上
せ
ず
、生
産
計
画
の
未
達
が

発
生
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、業
務
の
効

率
化
に
よ
り
生
産
性
を
高
め
、企
業
体
質
の

強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

先
生
方
の
支
援
を
頂
き
な
が
ら
５
Ｓ
を
中

心
と
し
た
改
善
活
動
に
取
組
み
ま
し
た
。

世界に広がるＫＡＩＺＥＮ製造業部会特集

業
務
分
担
の
明
確
化
に
む
け
て

　

改
善
活
動
を
実
施
し
た
結
果
、弊
社
で

は
、多
く
の
効
果
が
現
れ
ま
し
た
。生
産
ラ

イ
ン
の
改
善
に
よ
り
、２
部
門
に
お
い
て
生
産

効
率
が
約
1.6
倍
〜
1.7
倍
へ
と
向
上
し
ま
し

た
。ま
た
、工
場
内
が
整
理
整
頓
さ
れ
た
こ

と
及
び
各
メ
ン
バ
ー
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、事
故
リ
ス
ク
が
大
幅
に
低
減

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、改
善
が
進
み
業
務
分

担
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、６０
歳
以

上
の
シ
ニ
ア
を
雇
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、今
で
は
約
40
％
の
メ
ン
バ
ー
が
シ
ニ
ア
と

な
って
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
組
み
を
通
じ
て
、日
本
の
も
の

づ
く
り
企
業
が
培
って
き
た「
改
善
」の
凄
さ

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。改
善
を
取
り
入
れ

た
こ
と
に
よ
り
、弊
社
は
、18
歳
〜
75
歳
が
働

く
工
場
と
な
り
ま
し
た
。「
お
客
様
に
高
品

質
な
製
品
を
短
納
期
で
お
届
け
す
る
」と
い

う
共
通
目
標
の
下
に
、様
々
な
年
齢
の
メ
ン

バ
ー
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
工
場
と
な
り
、北

川
グ
ル
ー
プ
が
標
榜
す
る「
共
育
」を
テ
ー
マ

と
し
た
組
織
に
少
し
ず
つ
近
づ
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
静

岡
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、改
善
活
動
を

軸
に
据
え
、地
域
に
密
着
し
た
も
の
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

60
歳
以
上
の
雇
用
が
可
能
に

　

改
善
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、弊
社

で
は
、改
善
活
動
へ
の
消
極
的
な
体
制
及
び

改
善
が
継
続
せ
ず
改
善
前
の
状
態
に
戻
っ
て

し
ま
う
と
い
う
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
改
善
案
の
提
示
だ

け
で
は
改
善
が
継
続
さ
れ
な
い
た
め
、社
内

全
体
を
巻
き
込
ん
だ
チ
ー
ム
に
よ
る
取
組
み

が
必
要
と
考
え
、「
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
理

論
）」、「
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
実
践
）」、「
指

揮
者（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）」か
ら
な
る
改
善

チ
ー
ム
を
社
内
に
組
成
し
ま
し
た
。

社
内
全
体
を
巻
き
込
む
取
組
み

⑴
資
材
室
の
改
善（
整
理
整
頓
）

効
果
：
①
工
具
等
の
選
択
時
間
の
短
縮　

②
副
資
材
の
在
庫
管
理
の
適
正
化

⑵
生
産
ラ
イ
ン
の
改
善（
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
）

効
果
：
①
生
産
性
向
上　

②
事
故
リ
ス
ク

低
減

⑶
木
材
カ
ッ
ト
加
工
機
の
改
善（
自
動
寸
法

位
置
決
め
装
置
の
設
置
）

効
果
：
①
カ
ッ
ト
寸
法
変
更
に
係
る
段
取

替
え
時
間
の
短
縮　

②
加
工
精
度
の
向
上

⑷
木
粉
処
理
の
改
善（
木
粉
送
出
設
備
の

設
置
）

改
善
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
と
効
果

北
川
グ
ル
ー
プ　

㈲
巴
川
加
工
所

代
表
取
締
役
／
北
川
攝
子

取
締
役
／
北
川
信
央

静
岡
市
清
水
区
東
大
曲
町
９ - 

１０

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４ - 

３
６
４ - 

９
７
１
１

事
業
内
容
／
木
質
系
建
材
の
加
工
梱
包
業

北
川
グ
ル
ー
プ

・北
川
木
材
工
業
㈱

・㈲
巴
川
加
工
所

・㈲
キ
タ
ガ
ワ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

・㈲
北
川
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

㈲
巴
川
加
工
所
は
、創
業
85
年
の
信
頼
と
実
績
を
持

つ
北
川
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
企
業
の 

一 

つ
で
す
。

私
達
は
、改
善
を
軸
に
据
え
、高
品
質
な
木
質
系
建

材
製
品
を
短
納
期
で
提
供
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、「
共
育
」を
テ
ー
マ
に
、地
域
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

改
善
前
：
木
粉
を
適
時
に
搬
出
で
き
な
い

た
め
、生
産
を
停
止
す
る
必
要
あ
り

効
果
：
木
粉
の
適
時
搬
出
に
よ
る
生
産
量

増
加（
約
1.4
倍
）

　

今
回
の
支
援
で
は
、現
場
改
善
に
取
組
む
に
あ

た
り
、社
長
の
決
断
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

改
善
作
業
に
は
毎
回
社
長
自
ら
立
ち
会
い
、先
頭

に
立
っ
て
取
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

改
善
効
果
を
実
感
す
る
と
社
員
の
皆
さ
ん
か
ら

改
善
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う
に
な
り
、自
主
的
に

改
善
に
向
け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
な

ど
、好
循
環
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。１
年
も
経
つ

と
５
Ｓ
は
定
着
し
、製
造
の
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
生

産
性
も
向
上
す
る
な
ど
、以
前
に
比
べ
見
違
え
る

ほ
ど
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
善
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
小
さ
な
問
題
や

失
敗
で
も「
な
ぜ
」を
繰
り
返
し
、真
意
を
突
き
止

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
な
ぜ
」を
繰
り
返
し
、

改
善
の
仕
方
を
考
え
る
こ
と
が
意
識
の
改
革
に
繋

が
り
ま
す
。

　

文
化
に
ま
で
定
着
し
た
改
善
活
動
を
、今
後
も

継
続
し
て
取
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

大
瀧
正
行 

氏

「
な
ぜ
」を
繰
り
返
す

改善前

改善後

2011年12月時の風景

この改善事例は
改善前後の状態を
ほぼ同一の所から
撮影したものです。

2015年9月時の風景

構内が雑然とし、安全
通路上に基材や台車
が置かれている。

基材や台車が直角平
行に設置され、安全通
路が確保されている。

取締役 
北川信央氏



整
理・整
頓・清
掃
で
企
業
体
質
を
強
化
！

保
坂
シ
ー
ル
印
刷
株
式
会
社

　

こ
れ
ま
で
、５
Ｓ
活
動
に
取
組
ん
で
き
ま

し
た
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、社
員
に
も
５

Ｓ
の
重
要
性
を
い
ま
以
上
に
認
識
し
て
も
ら

い
無
理・無
駄・ム
ラ
を
排
除
し
体
質
強
化
を

図
り
た
い
と
思
い
、専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

改
善
に
取
組
む
以
前
は
、１０
年
前
の
書
類

や
使
用
で
き
な
い
原
紙
な
ど
の
不
要
物
が
積

ま
れ
て
い
た
り
、印
刷
現
場
で
は
ゴ
ミ
箱
や

掃
除
機
な
ど
の
置
き
場
所
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。狭
い
場
所
で
の
通
路
の
確

保
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、安
全
上
の
問
題
も

あ
り
ま
し
た
。

整
理
の
重
要
性
を
再
認
識

　

３
Ｓ「
整
理（
い
ら
な
い
物
を
捨
て
る
）」

「
整
頓（
決
め
ら
れ
た
物
を
決
め
ら
れ
た
場

所
に
置
き
、い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
状
態
に

し
て
お
く
）」「
清
掃（
常
に
掃
除
を
し
て
職

場
を
清
潔
に
保
つ
）」に
絞
っ
た
活
動
を
通
し

て
、社
員
の
や
る
気
ア
ッ
プ（
自
ら
考
え
、行
動

で
き
る
社
員
の
育
成
）を
図
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

３
Ｓ
活
動
の
推
進

　

毎
月
テ
ー
マ
を
設
定
し
、グ
ル
ー
プ
別
に
月

次
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
取
組
み
ま
し
た
。

社
員
全
員
が
３
Ｓ
活
動
に
取
組
ん
だ
感
想
や

今
後
や
り
た
い
事
、も
っ
と
仕
事
が
や
り
や
す

く
な
る
事
な
ど
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
ま
じ
え
全

員
で
話
し
合
い
な
が
ら
課
題
の
洗
い
出
し・

テ
ー
マ
設
定
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
を
繰
り
返

し
行
い
な
が
ら
３
Ｓ
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

不
要
物
廃
棄
作
戦
の
ポ
イ
ン
ト

①
社
内
を
エ
リ
ア
に
分
け
担
当
を
決
め
る

②
現
状
の
写
真
を
撮
る

③
不
要
物（
書
類
、フ
ァ
イ
ル
、道
具
類
、イ
ン

ク
な
ど
の
原
材
料
）を
使
用
頻
度
に
よ
り

３
つ
に
分
類
す
る
。赤
シ
ー
ル（
１
〜
２
年

以
上
使
用
し
て
い
な
い
も
の
）↓
廃
棄
。黄

毎
月
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
取
組
み

社
員
の
３
Ｓ
意
識
の
向
上

　

活
動
前
は
受
け
身
の
姿
勢
で
し
た
が
、３

Ｓ
活
動
を
通
し
て
、自
分
の
意
見
や
考
え
を

話
し
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。特
に
印

刷
現
場
の
社
員
に
自
分
た
ち
で
改
善
し
よ

う
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
、自
ら
積
極
的
に

動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
ら
積
極
的
に
改
善
す
る
社
員
に

　

社
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
重
ね
る
う
ち
に

主
体
的
に
動
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

実
感
で
き
ま
し
た
。社
長
の
強
い
意
志
も
あ
り
全

社
員
と
一
緒
に
行
動
し
た
こ
と
で
、連
帯
感
が
生
ま

れ
お
互
い
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
は
、３
Ｓ
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
ル
ー
ル

作
り
、決
め
た
こ
と
を
徹
底
し
て
守
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」を
実

践
し
、仕
事
の
無
理・無
駄・ム
ラ
を
無
く
し
、安
全・

快
適
で
収
益
性
の
高
い
会
社
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

！

改善前 「3S活動前の印刷室」

改善後 「黄色いテープで
  区画を表示し定位置化」

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

齊
藤
慎 

一 

氏

継
続
は
力
な
り

シ
ー
ル（
最
近
の
１
〜
２
年
間
で
１
〜
２
回

程
度
使
用
）↓
リ
ー
ダ
ー
に
承
認
を
得
て

廃
棄
。青
シ
ー
ル（
使
用
頻
度
が
高
い
も

の・月
１
回
以
上
）↓
場
所
を
決
め
て
保

管
。不
要
な
も
の
を
捨
て
る
こ
と
で
、無

駄
な
も
の
は
買
わ
な
く
な
り
資
材
の
有

効
活
用
に
つ
な
が
る
。

④
分
類
後
、不
要
物
に
廃
棄
シ
ー
ル
を
貼

り
、期
日
ま
で
に
廃
棄
す
る

定
位
置
化
作
戦
の
ポ
イ
ン
ト

①
台
車
な
ど
の
置
き
場
所
に
色
テ
ー
プ
で

区
画
を
表
示
し
定
位
置
を
確
保
す
る
。

②
机
の
中
、机
の
上
も
実
施
、帰
宅
時
は
机

の
上
に
は
何
も
な
い
状
態
に
す
る

③
工
具
類
、書
類
棚
も
実
施

身
の
周
り
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
ポ
イ
ン
ト

①
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る（
毎
日
or
週
何

回
と
いっ
た
掃
除
の
回
数
、掃
除
の
内
容

な
ど
）

継
続
の
た
め
の
仕
組
み
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

①
実
施
結
果
の
反
省
と
今
後
の
課
題
を
明

確
に
す
る

②
社
長
か
ら
み
ん
な
に
感
想
を
伝
え
る

整
理・整
頓
に
よ
る
無
理・無
駄
の
低
減

　

不
要
な
原
紙
を
整
理
し
、在
庫
の
約

３０
％
を
廃
棄
し
た
こ
と
に
よ
り
、必
要
な
原

紙
を
探
す
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。特
練
イ
ン
キ
を
顧
客
ご
と
に
分

別
し
た
こ
と
で
、誰
で
も
す
ぐ
に
イ
ン
キ
の
準

備
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
具
類
、機
器
な
ど
の
定
位
置
の
確
保

に
よ
り
、設
備
と
通
路
の
区
分
が
明
確
に
な

り
、安
全
確
保
と
作
業
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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当
社
で
は
約
５０
台
の
冷
凍
車
、保
冷
車
を

保
有
し
て
お
り
、営
業
担
当
者
が
受
注
、配

送
を
行
って
お
り
ま
す
が
、配
送
効
率
が
悪
い

た
め
配
送
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
新
規

受
注・新
規
取
引
先
の
開
拓
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、欠
品
の
発
生
や
棚

番
の
不 

一 

致
な
ど
、管
理
者
不
足
も
あ
り
在

庫
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
発
注
業
務
の
改
善

①
発
注
残・受
注
残
管
理
の
見
直
し

②
発
注
点
方
式
に
よ
る
発
注
及
び
表
示
板
の
活
用

③
受
発
注
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
化

④
配
送
計
画
の
策
定
に
よ
る
配
送
効
率
の
改
善

⑤
管
理
課
の
見
直
し（
作
業
要
領
の
マニュア
ル
化
）

⑥
受
注
処
理
フ
ロ
ー
の
見
直
し

経
営
体
質
の
強
化（
質
の
向
上
）

①
在
庫
台
帳
の
精
度
ア
ッ
プ

②
過
剰
在
庫
の
削
減

業
務
改
善
で
顧
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
！

株
式
会
社 

濵
村
屋

　

学
校
給
食
の
市
場
で
は
こ
れ
ま
で
競
争
が

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、近
年
、大
手
の
参
入

が
目
立
ち
は
じ
め
地
方
区
か
ら
全
国
区
の

競
争
に
な
っ
た
た
め
、売
上
減
少
、食
の
安

全
、地
産
地
消
の
要
求
、多
品
種
小
ロッ
ト
の

対
応
が
課
題
と
な
って
き
ま
し
た
。

　

当
社
は
、新
し
い
食
材・食
品
の
提
案
な
ど

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
強
み
と
し
て
い

ま
す
が
、更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
コ
ス
ト

低
減
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ

㈱
濵
村
屋

代
表
取
締
役
社
長
／
濵
村　

晃

創
立
／
宝
暦
年
間

（
昭
和
３０
年
に
株
式
会
社
化　

設
立
６０
年
）

静
岡
市
葵
区
流
通
セ
ン
タ
ー
５ - 

８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
４ - 

２
６
３ - 

２
２
４
１

営
業
所
／
沼
津
営
業
所
、浜
松
営
業
所
、吉
田
営
業
所

取
扱
品
／
学
校
給
食
、病
院
給
食
、営
業
給
食（
ホ

テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
、食
堂
、民
宿
）宅
配
、惣
菜
市

場
等
に
対
す
る
業
務
用
食
材
の
販
売

１
０
，０
０
０
ア
イ
テ
ム
以
上
の
食
材・食
品
を
扱
う

創
業
以
来
２
５
０
余
年
、駿
府
城
へ
の
米
穀
卸
の
御

用
商
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
。多
く
の
食
材
卸
先
と
食

品
メ
ー
カ
ー
、大
手
商
社
を
結
ぶ「
味
の
演
出
家
」

と
し
て
、調
味
料
、乾
物
、冷
凍
食
品
等
を
は
じ
め
、

業
務
用
、家
庭
用
食
材
を
扱
う
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
取
得
済

　

管
理
業
務
の
効
率
化
や
経
営
体
質
の
強
化

に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
付
加
価
値
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
考
え
、５
Ｓ
を
中

心
と
し
た
業
務
改
善
の
支
援
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

③
循
環
棚
卸
し
の
徹
底（
年
間
計
画
の
策
定
）

④
棚
番・ロ
ケ
ー
シ
ョン
整
備
に
よ
る
棚
卸
時

　

間
の
削
減

顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

①
欠
品
の
削
減

②
受
注
専
用
の
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
で
レ
ス
ポ
ン
ス
向
上

③
新
商
品
情
報
の
提
供

５
Ｓ
の
徹
底（
社
員
の
意
識
改
革
）

営
業
部

①
受
注
書
管
理
の
徹
底

②
お
客
様
情
報
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

商
品
部

①
受
注
点
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

②
請
求
書
と
発
注
明
細
の
差
異
要
因
分
析

　

と
対
応
策

管
理
部

①
現
場
の
整
理・整
頓・清
掃
、棚
番・ロ
ケ
ー

　

シ
ョン
整
備

②
掲
示
板
の
新
設

③
発
注
残
管
理
の
徹
底

④
入
荷
確
定
の
即
時
化

営
業
活
動
の
活
性
化（
効
率
化
）

①
新
商
品
情
報
の
徹
底

②
営
業
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
回
転

③
顧
客
巡
回
を
増
や
し
取
引
先
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
高
め
る

　

今
回
の
支
援
で
は
、倉
庫
内
の
整
理
・
整
頓
、配

送
業
務
、受
注
フ
ロ
ー
の
見
直
し
を
中
心
に
取
組

み
ま
し
た
。現
状
分
析
の
た
め
、社
員
の
皆
様
と
一

緒
に
現
場
に
入
り
、朝
早
く
か
ら
商
品
の
積
込
み

や
取
引
先
へ
の
配
送
に
も
同
行
し
ま
し
た
。リ
ー

ダ
ー
を
は
じ
め
部
署
毎
改
善
に
取
組
み
、少
し
ず

つ
効
果
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。社
員
の
皆
様
が
課

題
を
解
決
し
成
功
体
験
を
積
む
こ
と
が
自
信
と
な

り
、改
善
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
粘
り
強
く
業
務
改

善
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

梶
山
良
雄
氏

成
功
体
験
が
自
信
に

無
駄
の
排
除
で
コ
ス
ト
低
減

業
務
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

配
送
方
法
の
見
直
し
と
在
庫
管
理

　

こ
れ
ま
で
は
商
品
発
注
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

担
当
者
ご
と
バ
ラ
バ
ラ
で
ル
ー
ル
が
定
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。在
庫
管
理
を
徹
底
し
、発

注
点
を
定
め
る
こ
と
で
欠
品
や
過
剰
在
庫
の

削
減
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、受
注
管
理
の

徹
底
や
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
る
な
ど
受
注

処
理
フ
ロ
ー
を
見
直
し
ま
し
た
。商
品
を
そ

の
都
度
配
送
す
る
な
ど
計
画
性
が
な
く
非

効
率
で
あ
っ
た
た
め
、配
送
計
画
を
策
定
し

配
送
効
率
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

商
品
保
管
倉
庫
の
整
理・整
頓・清
掃
や
事

務
書
類
の
整
備
、お
客
様
情
報
の
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
社
員
の
意
識
改
革
を
図
る
こ
と
で
多

く
の
”無
駄
“
を
排
除
し
ま
し
た
。そ
の
結

果
、在
庫
量
の
削
減
、保
管
費
用
の
削
減
、ム

ダ
配
送
の
削
減
、集
中
購
買
に
よ
る
コ
ス
ト
低

減
な
ど
の
効
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

小口のピッキング時間も短縮

棚番・ロケーション整備を行った倉庫

N
P
O
法
人 

マ
ン
パ
ワ
ー
カ
フ
ェ



〒421-1222 静岡市葵区産女1031-7
TEL 054-297-5180　FAX 054-297-5181
http://www16.plala.or.jp/woodny/

㈲ウッドニー

木製ボックス、時計、オルゴールなどの木製品やディスプレイの
オリジナル製作
をいたします。
お子様向けギフ
ト商品をホーム
ページにてご案
内しています。

オリジナル木製小物製作いたします

5,400円（税込）

15,900円（税込）

〒420-0882 静岡市葵区千代537-1
TEL 054-278-8512　FAX 054-278-8513
http://www.gaku-nan.co.jp

㈱岳南木工商会

"あられ組み"木箱加工の手法を使ったスツール

鰹節削り箱・救急箱・おもちゃ箱…あられ組み加工の木箱たち。
この組み方をスツールに取り入れ、
強度を高めています。座面の穴に指
を入れ、容易に移動できます。「タモ

無垢材のスツ
ール」キッチ
ン周りでオス
スメです。

くり・伝統産業フェア2015

〒422-8044 静岡市駿河区西脇1050-1
TEL 054-281-5161　FAX 054-286-6560
http://www.kamiya-kagu.jp

㈱神谷家具

家具製造の技術を生
かして古い家具の塗り
直しや椅子クッションの
貼り替えなどの修理・
再生サービスもしてい
ます。

家具の
修理・再生
ご相談下さい！

　当商工会議所製造業部会では、この度、木漆分科会
が中心となり、伝統工芸品の紹介・普及と、伝統産業
振興、伝統技術の継承支援を目的に、『駿河ものづくり・
伝統産業フェア2015（展示商談・即売会）』を開催し
ます（共催：静岡市、静岡特産工業協会）。期間中は、
本ページ上の11社による製品をはじめ、ほかにも各
種組合や事業所から、多数の特産品・伝統工芸品が
出展します。皆様のご来場をお待ちしております。 

11月7日(土)～15日（日）10時～18時<水曜休館>
インテリアショップＯＲＡＮＤＡ－ＫＡＮ ３階
（駿河区津島町16-20）

〒421-0133 静岡市駿河区鎌田402-1
TEL＆FAX 054-259-9815（彫刻のさいとう）
MOBILE 090-8866-4296 

静岡特産工業協会加盟 相星会

あい    せい    かい

静岡手創り会 相星会
相星会は、家具、仏壇、彫刻、家紋、経木組細工、木製品を
製作する職人で構成されております。異業種の職人が情
報交換し合いながら技術向上に努めています。今回のフェ

アには㈲ももぞの沖工務
店、山梨木工、下島木
工、彫刻のさいとうの４
社が出展します。お客様
のご意見を伺えることを
楽しみにしております。

『家康公が愛した駿河の伝統工芸品、
駿河の逸品に出逢う・

最先端の伝統工芸品を使う！』

〒420-0812 静岡市葵区古庄4-3-1
TEL 054-261-9009　FAX 054-261-0100

青島建具工業㈱

一般住宅建具から社寺の修復まで幅広く対応します
一般住宅施工に長く係わり、その住宅に合った建具を製作し

ます。障子・襖はもとより、
扉等の新たな企画を考
え、施主様の要望に応
えられるようお受け致し
ます。近年は国宝や県・
市の重要文化財の研
修に参加し、社寺修復
技術を学んでおります。



藍染手提げバック 8,640円（税込）

〒422-8042 静岡市駿河区石田1-11-4
TEL 054-285-6915　FAX 054-285-6918

駿河藍染 増田あいぜん工房

伝統技術に現代感覚を
取り入れた駿河藍染

藍は愛。唐草模様を巧みに使っ
たバッグや、のれん、小物など現
在の生活に見合った作品を一
つ一つ愛情込めて製作してい
ます。

製造業部会駿河ものづ
静岡漆器工業協同組合

〒420-0068 静岡市葵区田町7-71
TEL＆FAX 054-253-8707

静岡漆器工業協同組合

静岡の漆器工芸の歴史は古く、江戸時代より「駿河漆器」とし
て全国的にも有名で
した。伝統に甘んじ
ることなく、新しい塗
を創作し新素材に
生かすなど、現代生
活にマッチした新し
い漆器への可能性
を追求しています。

わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

飾り金具が重量感を醸し出します。
引き出しは桐材を使用。湿気から衣

類を守ります。
洋間に置いて
もお洒落な雰
囲気を演出で
きます。

昔懐かしい民芸家具

〒422-8064 静岡市駿河区新川１-１４-２３
TEL 054-283-4161　FAX 054-285-2160
http://www.yamaka.ne.jp/

ヤマカ産業㈱

４，３００円（税別）

おもいでばこ「念々」

古語ではひとつひとつの思い、大切な瞬間を「念々」といいます。
侘び寂びの心を秘めた－「竹」。木目が美しい孟宗竹の写真
立て。自然からの贈りもの－「草木染め」。色合いがやさしい草

木染の手漉き箱。こ
のおもいでばこは、
写真立てとあわせて
大切な手紙や葉書
を仕舞う箱としてお
使いいただけます。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17清水産業・情報プラザ603号室
TEL 054-295-7160　FAX 054-333-5153
http://www.t-nohara-k.jp

小さな野はらの樹

ねん　ねん

〒420-0846 静岡市葵区城東町40-17
TEL＆FAX 054-245-6271

城東漆器

蒔絵の赤富士と三保の松原の絵柄のマウスパッド
蒔絵師によって描かれた、赤富士と三保の松原の絵柄のマウ

スパッドです。蒔絵
の上から何回もポ
リという塗料でコー
ティングしてある
為、傷つく事なくご
使用いただけま
す。飾ってもお楽し
みいただけます。

定価３，５００円(税込)女性用 各４，３２０円（税込）

〒４２０－００６８ 静岡市葵区田町３-４２
TEL 054-252-7656　FAX 054-273-3800

安井庚太郎商店

玄関履 駿河彫
足入れがとても良く、玄関先でちょっと履くのに便利です。
駿河彫はインテリアにもなります！

男性用 各４，８６０円（税込）



すぐれた技術で新分野を開拓
精製糖・液糖・イヌリン・切花活力剤・食品添加物

本　　社　　東京都中央区日本橋茅場町1-4-9
清水工場　　静岡県静岡市清水区清開1-4-10
ホームページアドレス　http://www.fnsugar.co.jp

YUSEIグループは、国内 静岡、大井川、九州佐賀の3ヶ
所に、又グローバルな時代に対応すべく、1992年 中国
に進出し現在、杭州2工場、蘇州2工場、広州、武漢、
湖、長春に各1工場、計8ヶ所において金型製作から成
形加工、蒸着、塗装、組立まで一貫生産を行っています。



　　　

当
商
工
会
議
所
と
静
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

静
岡
支
部
が
共
同
で
静
岡
市
長
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。「
長
沼
交
差
点
」渋
滞
問
題

の
早
期
解

決
の
ほ
か
、

国
に
対
し

て
も
積
極

的
な
整
備

促
進
運
動

を
展
開
し

て
も
ら
い
た

い
と
要
望

し
ま
し
た
。

　

官
民
が
一
体

に
な
っ
て
若
者

の
結
婚
を
支
援

し
よ
う
と
、当

商
工
会
議
所
と

静
岡
市
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
し
ず
お

か
出
会
い
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ジ
ュノ
ー
ル
」の

３
者
で
協
力
協

定
を
結
び
ま
し
た
。官
民
が
連
携
し
た
オ
ー
ル

静
岡
で
多
く
の
若
者
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

し
、人
口
減
少
対
策
に
繋
が
る
事
業
と
し
て
今

後
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

駿
府
城
公

園
の
天
守
台

跡
地
に
て
近

隣
の
幼
稚
園

児
と
そ
の
家

族
約
３
０
０

名
が
風
船
を

片
手
に
並
び
、

人
の
輪
で
天

守
台
を
再
現

し
ま
し
た
。将

来
こ
の
地
を

支
え
て
い
く

子
供
た
ち
が

体
験
を
通
し

て
主
旨
を
理

解
し
、静
岡
の

歴
史
を
誇
り

高
く
語
れ
る

人
間
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

対
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦
は「
家
康
公
四

百
年
祭
記
念

マ
ッ
チ
」と
し

て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。当
日

は
「
家
康
公

大
御
所
バ
ル

ー
ン
ね
ぶ
た
」

な
ど
が
ス
タ
ジ

ア
ム
内
に
飾

ら
れ
る
ほ
か
、

「
駿
府
の
国
美

少
女
隊
」の
キ

ッ
ク
イ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
や
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
時
の

陣
羽
織
隊
場

内
１
周
な
ど
、

家
康
公
四
百

年
祭
に
関
す

る
様
々
な
Ｐ

Ｒ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

工
場
や
工
具
類
を
貸
し
出
し
、自
分
で
修

理
し
て
も
ら
う
世
界
初
の「
レ
ン
タ
ル
ガ
レ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
」を
開
発
し
た
谷
田
貝
氏
か
ら
、お

金
を
か
け
ず
に
集
客
、リ
ピ
ー
ト
客
を
得
る
た

め
の
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。知
恵
を

絞
り
、社
会
・

地
域・生
活
者

の
役
に
立
つ
よ

う
本
気
を
示

す
こ
と
が
リ

ピ
ー
ト
客
を

得
る
う
え
で

重
要
で
あ
る

と
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
振
興
会
で
は
２
名
の
新
人
芸
妓「
糸
治
」・

「
あ
か
ね
」の
上
達
祈
願
を
小
芝
神
社
に
て
執

り
行
い
、そ
の

後
、開
催
さ
れ

た
納
涼
会
の

席
上
で
先
輩

芸
妓
と
共
に

「
茶
切
節
」を

披
露
し
、
花

柳
界
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
ま

し
た
。

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

「
長
沼
交
差
点
」の

渋
滞
緩
和
等
を
要
望

官
民
連
携
結
婚
支
援
事
業

協
定
締
結
式

・協定書を交わす（右から）後藤会頭、小長谷副市長、藤井
理事長

・天守閣の高さ（30m）まであがった熱気球から天守台の輪を望む

・陣羽織隊がPRするなか、サポーターからは四百年祭を応援する声を頂きました

・要望書を提出する（右から）村上光廣副会頭と杉山
節雄静岡県トラック協会静岡支部長

・神事に臨む（左から）「糸治」と「あかね」 ・・熱心に聴講する56名の参加者たち

静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会

「
新
人
芸
妓
上
達
祈
願
」

8/27

8/7

清
水
エ
ス
パ
ル
ス

家
康
公
四
百
年
祭
記
念
マ
ッ
チ

8/16

駿
府
城
を
愛
す
る
会

天
守
台
の
輪
イ
ベ
ン
ト

消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー「
お
金
を
か
け

ず
に
集
客
、リ
ピ
ー
ト
客
を
得
る
方
法
」

8/25

会 議 所 T O P I C S

8/5

8/12



静
岡
文
化
芸
術
大
学 

准
教
授　

二
本
松
康
宏
氏

　

徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
３
回
講
演
会

を
８
月
29
日
㈯
、静
岡
市
民
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。講
師
は
日
本
文
学・

伝
承
文
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
静
岡
文

化
芸
術
大
学
の
二
本
松
康
宏
准
教
授
。

家
康
公
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
鷹
狩
り
の

目
的
に
つ
い
て
、文
化
と
伝
承
の
観
点
か

ら
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

家
康
公
が
頻
繁
に
鷹
狩
り
を
催
し
た

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ま
で
は
、健

康
法
と
か
、民
情
視
察
が
目
的
だ
っ
た
と

か
、軍
事
演
習
を
兼
ね
て
い
た
と
か
、さ

ま
ざ
ま
な
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、家
康
公
に
仕
え
て
戦
場
を
駆
け

巡
っ
た
歴
戦
の
武
士
た
ち
に
、わ
ざ
わ
ざ

鷹
狩
り
に
か
こ
つ
け
た
軍
事
演
習
が
必

要
で
し
ょ
う
か
。鷹
狩
り
に
健
康
法
や

民
情
視
察
を
こ
じ
付
け
た
の
は
、江
戸

城
の
奥
で
暮
ら
し
、不
健
康
で
民
情
に

も
疎
く
な
っ
た
将
軍
た
ち
の
時
代
で
す
。

家
康
公
の
鷹
狩
り
に
は
天
皇
の
権
威

（
王
権
）が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
鷹
狩
り
は
６
世
紀
以
前
に
大

陸
か
ら
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。当

時
の
古
墳
か
ら
は
鷹
匠
の
姿
の
埴
輪
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
、鷹
狩
り
は
王
権
の
象
徴

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。天
皇
の
許
可
を
受

け
な
い
私
的
な
鷹
狩
り
は
厳
し
く
禁
じ

ら
れ
ま
し
た
。よ
く
誤
解
さ
れ
ま
す
が
、

鷹
狩
り
は
も
と
も
と
天
皇
や
公
家
た
ち

の
文
化
で
し
た
。『
伊
勢
物
語
』に
は
惟

喬
親
王
と
在
原
業
平
が
交
野（
大
阪
府

枚
方
市・交
野
市
）で
狩
り
を
し
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
狩
り
は
、実
は

鷹
狩
り
で
す
。『
源
氏
物
語
』で
も
帝
が

皇
族
や
公
卿・殿
上
人
た
ち
を
率
い
て
鷹

狩
り
を
催
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、幕
府
は
御
家

人
た
ち
に
対
し
て
鷹
狩
り
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。殺
生
禁
止
令
と
し
て
誤
解
さ

れ
ま
す
が
、鷹
狩
り
が
侵
し
て
は
な
ら

な
い
天
皇
の
権
威
だ
っ
た
か
ら
で
す
。鎌

倉
幕
府
の
鷹
狩
り
禁
止
令
は
記
録
に
残

っ
て
い
る
だ
け
で
７
回
も
発
令
さ
れ
て
い

ま
す
。と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
禁
令

が
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

徳
川
み
ら
い
学
会
第
３
回
講
演
会

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈お問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索

す
。実
際
に
は
、鷹
狩
り
は
武
士
た
ち
に

広
ま
り
、愛
好
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鷹
狩
り
で
は
鶴
が
最
高
の
獲
物
と
さ

れ
ま
し
た
。家
康
公
は
み
ず
か
ら
鷹
を

放
っ
て
鶴
を
仕
留
め
、鶴
の
肉
は
塩
漬
け

に
し
て
京
都
へ
運
ば
れ
、天
皇
に
献
上
さ

れ
ま
し
た
。鶴
の
肉
は
お
吸
い
物
に
し
て

天
皇
に
献
上
さ
れ
ま
す
。

　

鶴
は
、古
語
で
は「
田
鶴
」（
た
づ
）と

呼
ば
れ
ま
す
。稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん

ぼ
に
降
り
立
っ
て
落
穂
を
つ
い
ば
む
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。鶴
は
稲

魂（
穀
霊
）の
化
身
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。全
国
に
伝
わ
る
昔
話「
鶴
の
恩
返

し
」や「
稲
作
の
は
じ
ま
り
」は
そ
う
し

た
伝
承
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。稲
作
を
つ

か
さ
ど
る
天
皇
の
鷹
狩
り
は
、穀
霊
の
化

身
で
あ
る
鶴
が
遠
い
国
へ
飛
び
去
っ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、鷹
を
放
っ
て
そ
の
稲

魂
を
大
地
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
稲
作

の
儀
式
だ
っ
た
の
で
す
。

　

家
康
公
が
鷹
狩
り
で
鶴
を
仕
留
め
、

天
皇
に
献
上
し
た
の
は
、天
皇
に
代
わ
っ

て
こ
の
国
を
治
め
る
者
と
し
て
の
強
い
意

思
表
示
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
帝

は
も
う
鷹
狩
り
を
な
さ
ら
な
く
て
け
っ

こ
う
で
す
。鷹
狩
り
の
こ
と
も
、こ
の
国

の
こ
と
も
、家
康
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ

い
」と
い
う
意
思
表
示
で
す
。

　

２
０
１
０
年
に
は
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
、フ
ラ
ン
ス
、モ
ン
ゴ
ル
な
ど
11
ヶ
国
の

共
同
申
請
に
よ
っ
て
、鷹
狩
り
が
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。２
０
１
２
年
に
は
ハン
ガ
リ
ー
と
オ
ー

ス
ト
リ
ア
が
追
加
加
盟
し
て
い
ま
す
。残

念
な
が
ら
日
本
は
未
加
盟
で
す
。し
か

し
、ハ
ヤ
ブ
サ
を
使
う
ア
ラ
ブ
や
ヨ
ー
ロッ

パ
の
伝
統
的
な
鷹
狩
り
と
比
べ
て
、オ
オ

タ
カ
を
本
流
と
す
る
日
本
の
鷹
狩
り
に

は
、世
界
に
類
を
見
な
い
独
自
の
技
や
美

意
識
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。日
本
の

鷹
狩
り
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
申
請
で
き
な
い
の
は
、二
つ
の
理
由
が

あ
り
ま
す
。一つ
は
、分
立
す
る
鷹
狩
り

の
保
存
会
や
愛
好
団
体
を
取
り
ま
と
め

る「
旗
振
り
役
」が
い
な
い
こ
と
。も
う
一

つ
は
、ユ
ネ
ス
コへの
追
加
加
盟
を
後
押
し

し
て
盛
り
上
げ
る「
鷹
狩
り
の
ま
ち
」が

な
い
こ
と
で
す
。鷹
狩
り
を
こ
よ
な
く
愛

し
た
家
康
公
の
庇
護
の
も
と
、駿
府
に
は

鷹
狩
り
の
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。駿

府
は
、い
わ
ば「
鷹
狩
り
の
都
」で
し
た
。

い
ま
こ
そ
、静
岡
は
ふ
た
た
び「
鷹
狩
り

の
ま
ち
」と
し
て
鷹
狩
り
の
文
化
を
再

発
見
し
、日
本
の
鷹
狩
り
の
伝
統
と
美

意
識
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
ほ
し

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

「
家
康
公
と
鷹
狩
」

家
康
公
と
鷹
狩
り
の
誤
解

日
本
に
お
け
る
鷹
狩
り
の
歴
史

鷹
狩
り
と
鶴

駿
府・静
岡
を
鷹
狩
り
の
都
に



参加店でお買物するともらえる参加店でお買物するともらえる

10月3日　～18日
わくわくスピードくじ実施わくわくスピードくじ実施

静岡商工会議所 商工振興課 （平日のみ）》 お問合せ

》 HPイベント情報もご覧ください

後　援 静岡新聞社・静岡放送・テレビ静岡・静岡朝日テレビ・静岡第一テレビ・
日本経済新聞社静岡支局・中日新聞東海本社・朝日新聞静岡総局・
毎日新聞静岡支局・読売新聞静岡支局・産経新聞社静岡支局・
K-mix・76.9 FM-Hi ！・マリンパル 76.3・ I Love しずおか協議会（順不同）

主　催 静岡商工会議所「駿府秋のわくわく祭実行委員会」
協力支援 静岡市・静岡市清水商工会・由比町商工会・蒲原商工会

特別協賛
（順不同）

第 2 4 回 　 静 岡 市 内 の 商 店 街・大 型 店 が お 届 け す る 大 商 業 祭

10月3日　～12日土

2015 駿府秋のわくわく祭まつり

（くじが無くなり次第終了）
※くじの配布基準は概ね1,000円で1枚が目安ですが、参加店によって異なります。
　「わくわくステイ賞」のホテルはご指定できません。
　「わくわくヘリテージ賞」の商品は主催者が選定した1点となります。

わくわくスピードくじ実施わくわくスピードくじ実施わくわくスピードくじ実施
参加店でお買物するともらえる参加店でお買物するともらえる参加店でお買物するともらえる

主 催 静岡商工

ワゴンセール・ワンコイン市ワゴンセール・ワンコイン市ワゴンセール・ワンコイン市

C 戸塚恵子 C Atelier SANGO
イメージは、K-house 戸塚恵子氏のミニチュアハウスと、
Atelier SANGO 川内ゆうじ氏の人形とのコラボレーションによるものです。

わくわくステイ賞

10組20名様

ホテルセンチュリー静岡または
ホテルアソシア静岡
ペア宿泊券

20組40名様

わくわくディナー賞

德川家ゆかりの浮月楼での
ペアディナー券

100名様

わくわくヘリテージ賞

静岡ショップヘリテージ
受賞店のこだわり商品

100名様

わくわくグルメ賞

プチラッキー賞❶
15,000名様ハイテクふきん

プチラッキー賞❷
30,000名様ばんそう膏

プチラッキー賞❸
30,000名様めん棒

わくわくアート賞

50名様

エスパルス賞 

清水エスパルス
応援グッズ

200組 400名様

わくわく葵賞

パパッとライス

400名様

はごろもフーズ賞

400名様

大御所のおやつ
「のりの実」

家康公顕彰四百年記念賞

『駿府秋のわくわく祭』は、静岡市内の商店街とデパートやスー
パーマーケットなどの大型店が参加して、スピードくじや福袋（お
楽しみ袋）販売をはじめ、協賛イベント・セールなどさまざまに
展開する大商業祭です。

わくわく祭とはわくわく祭とはわくわく祭とはわくわく祭とはわくわく祭とはわくわく祭とはわくわく祭とはわくわく祭とは駿府秋の

グレードの高い部屋でゆっくり寛いでください （12/3 芸奴踊り鑑賞会付のディナー券） 次代に残したい優れた名店
こだわりの美味をお届けします

駿河湾の旬の干物セット 久能山東照宮 社殿・博物館
日本平ロープウェイ無添加・天日干しの

駿河湾干物セット ペア拝観券＆往復乗車券

徳川慶喜公屋敷跡

月 日土

駿府秋のわくわく祭 検 索

25組 50名様

静岡県立美術館
ペア入館券

企画展 ウィーン美術史美術館展
折りたたみラウンドクッション＆

パルちゃんハンド やんわかごはん  こしひかり

家
康
公
四
百
年
祭

平
成
二
十
七
年

豪華賞品が当たる！！

その場でお渡しする賞品

松坂屋静岡店 静岡駅ビル パルシェ 　丸井静岡店 　静岡パルコ
SHIZUOKA109 イトーヨーカ堂（一部専門店） 　かわにし 　静岡紺屋町名店街
静岡浅間通り商店街 静岡市民会館通り商店会 　片山商工会 　大谷街道発展会

14：00～17：00 
けやき通り（シズオカ109向い）

駿府秋のわくわく祭の「オープニングセレモニー」「セール・イベ

ント紹介」「駿府の国美少女隊によるライブ等の音楽ステージ」、

「地場産品等の出店」等を開催します。

・I Loveしずおか協議会「秋のおまちクーポン券」配布

わ
く
わ
く
祭
の
開
幕
じ
ゃ！！

10/10～12を中心に、次の商店街・大型店でお得な10/10～12を中心に、次の商店街・大型店でお得な
ワゴンセール・ワンコイン市が開催されます。ワゴンセール・ワンコイン市が開催されます。
10/10～12を中心に、次の商店街・大型店でお得な
ワゴンセール・ワンコイン市が開催されます。

10月3日　～18日土 日

祝

※商業祭をイメージした絵です。

わくわくわくわく
福袋販売福袋販売

（限定１００袋）（限定１００袋）

わくわく
福袋販売

（限定１００袋）

※写真はイメージです。※写真はイメージです。※写真はイメージです。



土日祝特別企画

平日サンクスデー （昼食付）

セルフラウンド1,000円分食事割引
11月 1・7・14・21・22・23・28・29日
12月 5・12・13・19・23・26日

セルフ（3～4名）
￥6,225 

￥9,800 
（3～4名）

11月 2・4・6・10～13・17・18・20・24・27・30日
12月 1・2・4・8・9・11・15・18・21・22・24・25日

オープンコンペ （昼食付・参加費無料）
￥7,500（2～4名）
￥9,800（3～4名）

☆レディース＆シニア 11/25㈬・12/16㈬
☆11/7㈯・11/23㈷・12/5㈯・12/23㈷

金額は利用税等・消費税を含んだ総額です。
11/22(日)・11/23(月祝)は、総額9,300円となります。

日本平ゴルフクラブ日本平ゴルフクラブ
TEL054TEL054-334334-23812381
日本平ゴルフクラブ
TEL054-334-2381

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

10月21日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
10月27日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方はぜひご受講ください。
※平成26年12月開催セミナーより、最新版「弥生15シリーズ」でのセミナー開催となります。

“かんたん” “やさしい” “いちばん売れている” 弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく 新消費税（8％）にも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂15＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

10月6日㈫

10月6日㈫

11月13日㈮

11月13日㈮



誌 上

経営
相　談

従
業
員
が
改
善
を
始
め
る
ま
で
我
慢
す
る
。

従
業
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
、従
業
員
の
感
覚
を
大
事
に
す
る
。

製
造
業
に
お
い
て
、製
品
ラ
イ
ン
を
合
理
化
し
て

低
コ
ス
ト
を
実
現
す
る
に
は
、ど
の
よ
う
な
手
法
が
あ
り
ま
す
か
？

POINT

従
業
員
が
改
善
を
始
め
る
ま
で
我
慢
す
る
。

OINT 小
規
模
企
業
の
技
能
者
育
成
と
コ
ス
ト
管
理

改
善
策
実
行
時
の
社
長
さ
ん
の

心
構
え

改
善
に
む
け
た
戦
略
を
練
る

ど
う
や
っ
て
改
善
を
図
る
か

製造現場改善支援事業
専門アドバイザー

長井 誠 さん

回 答 　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、製
造
現
場
改
善
支

援
事
業
と
し
て
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
、派
遣
費
用
の
10
分
の
９
を
助
成
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
産
業
課  

電
話
０
５
４‐

３
５
５‐

５
４
０
０

　

小
規
模
企
業
の
場
合
、個
人
の
技
量
に
頼
っ

て
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

社
長
さ
ん
の
お
悩
み
は…

①
品
質
的
に
は
満
足
し
て
い
る
が
、従
業
員
に

コ
ス
ト
意
識
が
全
く
な
い
。

②
現
状
維
持
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
の
で
、

改
善
の
意
識
が
全
く
な
い
。

③
製
品
は
き
ち
ん
と
出
来
て
い
る
が
、モ
ノ
づ
く

り
す
る
作
業
手
順
が
従
業
ご
と
に
異
な
る
。

　

こ
の
た
め「
数
量
が
少
な
い
製
品
の
場
合
は

黒
字
で
あ
る
が　

数
量
が
多
い
場
合
に
は
ど
う

し
て
も
赤
字
に
な
る
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
相
談
事
例
を
基
に
、解
決
策
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
は
大
別
し
て
二
つ
あ
り
ま
す
。 一 

つ
は
設

備
機
械
を
活
用
し
て
の
作
業
。も
う 

一 

つ
は
人

手
作
業
で
す
。設
備
機
械
の
改
善
に
は「
田
口
メ

ソ
ッ
ド
」と
い
う
手
法
を
活
用
し
て
、最
も
経
済

的
な
方
法
を「
直
交
実
験
」な
る
方
法
で
見
つ

①
職
場
を
作
業
別
に
区
分
け
し
て
、個
々
に

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
方
を
育
成
し
ま
す
。

②
品
質
管
理
の
手
法
を
使
っ
て
、や
り
方
を
変

え
て
み
ま
す
。

③
時
間
の
精
度
を
求
め
ず
に
、感
覚
を
大
事

に
。

　
「
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ（
故
障
モ
ー
ド
影
響
解
析
）」の
手

法
を
活
用
し
ま
す
。こ
の
手
法
の
中
に「
工
程
の

Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ
」な
る
や
り
方
が
あ
り
、モ
ノ
づ
く
り
の

現
場
に
使
う
設
備・機
械・治
工
具
類
を
ど
の
よ

う
に
使
っ
て
加
工
し
た
り
組
み
立
て
た
り
す
る

の
か
を
、工
程
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
を
明
確

に
し
ま
す
。そ
し
て
、不
良
が
発
生
し
た
場
合

ど
の
工
程
に
不
具
合
が
あ
る
か
を
い
ち
早
く
見

　

社
長
さ
ん
ご
自
身
が
匠
の
技
を
持
つ
職
人
気

質
で
あ
る
の
で
、改
善
策
実
行
時
の
心
構
え
を

３
つ
挙
げ
ま
す
。

①
改
善
を
進
め
る
に
当
た
り
、「
あ
あ
や
れ
」　

　
「
こ
う
や
れ
」等
の
口
を
挟
ま
な
い
こ
と
。

②
社
長
さ
ん
自
身
が
改
善
を
し
な
い
こ
と
。従

業
員
が
始
め
る
ま
で
我
慢
す
る
こ
と
。

③
従
業
員
が「
こ
う
し
た
い
」と
言
っ
た
ら
、自
由

に
や
ら
せ
る
こ
と
。

つ
け
、事
前
に
各
工
程
ご
と
に
重
要
性
を
数
値

化
し
て
、ど
の
工
程
が
重
要
か
を
数
値
表
示
し

て
品
質
保
持
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
品
質
改
善
で
は
な
く
工
数
改
善
が

目
的
な
の
で
、品
質
評
価
で
は
な
く
工
数
を
明

確
に
し
て
、ど
の
工
程
が
赤
字
の
原
因
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
活
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、現
場
の
皆
さ
ん
の
や
る
気
を
引
き
出

す
た
め
に
、詳
細
の
時
間
数
を
要
求
せ
ず
に
普

段
感
じ
て
い
る
感
覚
で
作
業
員
自
ら
の
申
告
値

工
数
を
算
出
後
、詳
細
に
分
割
化
す
る
こ
と
で

工
数
の
明
確
化
を
図
り
ま
し
た
。当
然
個
々
の

作
業
基
準
化
も
推
進
で
き
、標
準
作
業
＆
感
覚

工
数
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
一 

方
で
実
態
価
格
は
判
っ
て
い
る
の
で
、感
覚

工
数
と
実
態
価
格
と
の
相
対
比
も
同
時
に
把

握
し
ま
し
た
が
、実
際
の
改
善
は
感
覚
工
数
で

推
進
し
ま
し
た
。

け
ま
す
。も
う 一 つの
人
手
作
業
は「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
」と

い
う
方
法
で
改
善
方
法
を
考
案
し
ま
す
。

　

こ
の
手
法
の
基
本
は
４
つ
あ
り
、①
シ
ス
テ
ム

を
変
え
る
、②
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
、③
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
の
順
番
を
変
え
る
、④
材
料
を
か
え

る
、で
す
。

　

こ
の
４
つ
の
基
本
手
段
に
沿
って
多
数
の
改
善

策
を
考
案
整
理
し
て
、必
ず
３
つ
の
改
善
策
を

選
択
し
実
行
す
る
も
の
で
す
。改
善
策 

一 

つ
で

60
点
、二
つ
目
を
加
え
て
90
点
、三
つ
目
を
加
え

て
１
０
０
点
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。



弊社の最先端加工技術でこんな形状の物も加工可能となります。

どんなものを作りたいですか？

ご相談お待ちしております。

中央精工株式会社　TEL：054（353）5351答え：膝関節 写真提供：DMG MORI COMPANY LIMITED

代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２7年6月1日～30日の間でご加入された事業所です。（順不
同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

中村　仁
池田　和美
中司　一郎
前田　弘文
伊藤　大史
上野　充
藤浪　幹人
平田　阿岐良
五十畑　翔太
永井　宏樹
大渡　英伸
黄　政
天野　賢次
影山　陽
鈴木　幸男
増田　剛巳
渡辺　勇
加藤　孝広
前田　昌弘
渡辺　哲男
稲垣　智久
梁　秀永
野口　優
居村　沙依

リフォーム業
介護保険法事業
太陽光発電設置工事業
レンタカー貸渡
パン製造・販売
紳士服販売
室内のゴルフ練習場、カフェ
リフォーム全般
クリーニング業
玩具製造およびレンタル
茶製造業
経営コンサルタント、食品・食品原料・食品機械の輸入・輸出
音響、照明、舞台プラン作成・操作、撮影、映像制作
障害児福祉サービス
大工工事業　内装仕上工事の設計、施工
緑茶製造販売
文具・事務用品・オフィス家具の販売、メンテナンス業務、内装全般
電気機械器具の製販
シーリング防水工事
ペットホテル
建築業
ステーキダイナー
建設業
ネイルサービス

静岡市葵区川合3-29-28
静岡市葵区鷹匠3-5-14 第２ふじのビル２Ｂ
静岡市葵区東草深町22-1
静岡市駿河区国吉田1-17-14
静岡市葵区西千代田町23-11
静岡市葵区七間町8-5
静岡市清水区鳥坂1633-1
静岡市駿河区寿町16-29
静岡市葵区本通10-41
静岡市駿河区古宿294
静岡市駿河区下島266-7
静岡市清水区千歳町6-11 アーバンシティ千歳701号室
静岡市駿河区池田565-1
静岡市駿河区小鹿1-20-32
静岡市清水区能島138-7
御前崎市上朝比奈1687
静岡市駿河区登呂5-10-9－101
静岡市葵区黒金町11-7 三井生命静岡駅前ビル
静岡市葵区油山475-2
静岡市葵区田町3-96-10
静岡市駿河区大坪町10-18
静岡市駿河区敷地2-25-10 サウスリム１Ｆ
静岡市駿河区丸子1-5-11-3
静岡市葵区両替町2-3-6 大原ビル２Ｆ

只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

事業所名
ジンプランニング
オネスト㈱
㈱エコ・クリエイツ
Ｊ－ｎｅｔレンタカー㈱ Ｊネットレンタカー静岡店
ブランジュケ伊藤屋
ｉｒｉｅ ＳＨＩＺＵＯＫＡ
グリーンモンキー
㈱ハウスマスターズ
ＳＵＮＮＹ-ＳＩＤＥ-ＬＡＵＮＤＲＹ
ＨｏｔＳｐｒｉｎｇｓ㈱
㈱八馨園
㈲日中貿易コンサルタント
㈱ステージ・ループ静岡
（同）ＡＶＡＮＴＩ
㈱ＺＥＡＸ
㈱やまま満寿多園
㈱アイワークシステム
シンフォニア テクノロジー㈱ 静岡営業所
丸昌工業
ペットライフサポート ｅａｃｈ
稲垣　智久
ステーキダイナーアリヨシ 静岡駅南店
野口工業
Ｓｅａ ｎａｉｌ



われらオレンジサポーター！

オーレ！

DF
か
ま 

た 

し
ょ
う 

ま

26

鎌
田
翔
雅 

選
手

　

弊
社
は
、小
型
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
国

内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
メ
ー
カ
ー
で
す
。

　
「
ア
イ
ス
タ
」の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー

ト
ナ
ー
、そ
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、エ

ス
パ
ル
ス
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

現
在
厳
し
い
状
況
に
あ
る
エ
ス
パ
ル
ス
に

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

の
際
は
、毎
回
多
く
の
社
員
と
そ
の
家

族
が
ス
タ
ジ
ア
ム
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ス
パ
ル
ス
が
元
気
に
な
れ
ば
、静
岡

も
元
気
に
な
り
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
、

す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー
で
静
岡
の
皆
さ
ん
を

元
気
に
し
て
く
だ
さ
い
！

〈連絡先〉株式会社 アイエイアイ　 代表取締役社長 石田徹
静岡市清水区尾羽577-1　 TEL054-364-5301
http://www.iai-robot.co.jp/

㈱
ア
イ
エ
イ
ア
イ

エ
ス
パ
ル
ス
が
元
気
に
な
れ
ば
、

静
岡
も
元
気
に
な
る
！

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

アイスタでは毎試合、多くの社員・家族が応援しています

戦
う
姿
勢
を
誰
よ
り
も
出
す

　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

ジ
ュニ
ア
か
ら
ユ
ー
ス

ま
で
、Ｆ
Ｗ
や
サ
イ

ド
ハ
ー
フ
を
中
心
に
、

す
べ
て
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
経
験
し
て
き
ま

し
た
。チ
ョ
ウ
・キ
ジ

ェ
監
督
が
当
時
の
ユ

ー
ス
の
監
督
で
、「
プ

ロ
と
し
て
勝
負
す
る
な
ら
、Ｄ
Ｆ
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
」と

言
わ
れ
て
挑
戦
し
、１
対
１
の
守
備
の
楽
し
さ
、攻
撃
を
止

め
る
楽
し
さ
、危
険
を
い
ち
早
く
察
知
し
て
防
ぐ
楽
し
さ
に

は
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｗ
で
得
点
し
て
き
た
こ
と
の
逆
で
、こ
こ
に
動
い
て
い
れ

ば
防
げ
る
か
も
、と
い
う
予
測
が
当
た
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

サ
イ
ド
バッ
ク
で
は
、１
対
１
の
守
備
の
一
方
、ス
ピ
ー
ド
を
活

か
し
た
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
で
攻
撃
に
参
加
し
、セ
ン
タ
ー
バッ
ク

で
は
、危
険
察
知
能
力
を
さ
ら
に
磨
く
一
方
、自
分
が
起
点

と
な
っ
て
攻
撃
を
作
る
楽
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
に
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
昇
格
し
、３
年
目
に
は
千

葉
の
上
手
な
選
手
た
ち
の
中
で
学
び
ま
し
た
。チ
ョ
ウ
監
督

の
湘
南
で
は
、３
バッ
ク
の
右
に
起
用
さ
れ
ま
し
た
。２
０
１
４

年
に
は
岡
山
で
プ
レ
ー
し
、経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
か
ら
話
を
い
た
だ
い
て
、自

分
が
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
成
功
す
る
た
め
に
は
、戻
る
場

所
を
な
く
し
て
勝
負
し
た
い
と
考
え
、完
全
移
籍
を
決
め
ま

し
た
。今
は
、湘
南
と
対
戦
し
て
、自
分
が
ど
れ
だ
け
で
き
る

か
を
見
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
で
す
。

　

湘
南
で
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
尊
敬
し
て
い
る
齊
藤
俊
秀
選

手
が
活
躍
し
た
エ
ス
パ
ル
ス
に
移
籍
で
き
て
、う
れ
し
い
で

す
。大
前
選
手
、河
井
選
手
、村
松
選
手
、八
反
田
選
手
と

は
、Ｕ-

19
、20
、21
の
日
本
代
表
で
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
、刺

激
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

１
対
１
で
ボ
ー
ル
を
奪
う
力
、球
際
の
強
さ
を
持
ち
味

に
、戦
う
姿
勢
を
誰
よ
り
も
出
し
て
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。８

月
16
日
、初
ス
タ
メ
ン
の
新
潟
戦
は
落
ち
着
い
て
プ
レ
ー
で
き

ま
し
た
が
、結
果
に
つ
な
が
ら
な
く
て
、悔
し
か
っ
た
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
状
態
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、常
に
失
点
ゼ

ロ
を
目
指
し
、ま
た
得
意
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
活
か
し
て
攻
撃
に

絡
ん
で
、勝
利
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
９
月
３
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
９
年
６
月
15
日
、茅
ヶ
崎
市
生
ま
れ
。サ
ッ
カ
ー
を

始
め
て
い
た
兄
に
憧
れ
て
幼
稚
園
年
中
で
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

ジ
ュニ
ア
に
入
り
、ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス
、ユ
ー
ス
を
経
て
、２
０
０

８
年
、ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
昇
格
。２
０
１
０
年
に
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
千
葉
、２
０
１
４
年
に
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
に
レ
ン
タ

ル
移
籍
し
、２
０
１
５
年
に
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
へ
完
全
移
籍
。

Ｕ-

19
、20
、21
の
日
本
代
表
に
選
出
。



静岡県中小企業再生支援協議会
〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-8　静岡商工会議所会館3階
TEL 054-253-5118　FAX 054-253-7895

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた
の相談に応じます。

地域全体が
バックアップ！！

静岡県内の中小企業支援団体や
金融機関など、地域が一体となっ
て企業再生をバックアップします。

キャッシュフロー不足等、財務上の問題をはじめ様々な経営課題
を抱えているが、将来性の見通しと事業再生の意欲がある静岡県
内の中小企業を対象とします。

当協議会の活動実績
〔平成27年8月31日現在〕 ◆相談取扱案件 936社  ◆再生計画策定支援案件 404社

お問い合わせは

■各地商工会議所、商工会（商工調停士、経営指導員）
■政府系金融機関、銀行協会、信用金庫協会
■弁護士会、会計士協会、税理士会、中小企業診断士協会

具体的な経営課題の抽出

中小企業支援団体との連携による
対応策のアドバイス

中小企業支援団体

再生支援の流れ

経営相談（1次対応）1

中小企業診断士、弁護士、公認会計士、税理士
等の専門家による再生支援チームのサポート

再生計画の策定支援

再生計画の実行とフォローアップによる支援

再生支援（2次対応）2

支援対象企業

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた

■各

中
対

1
厳しい経営環境にある
中小企業の皆さまに、専門家集団が
前向きに再生を支援します！



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒424-8648 静岡市清水区中之郷3-6-1
TEL 054-348-9130　FAX 054-348-9134
http://www.d-sv.co.jp/ 

大和サービス㈱

〒420-0816 静岡市葵区沓谷5-5-7丹下ビル沓谷2F
TEL 054-208-1107　FAX 054-208-1108

パーソナルウェルネスジム CHANGE（㈱ライフパートナーズ）

CHANGEと共に変化を
10月上旬OPENのプライベートジムです。加圧・ウエイトトレー
ニング、姿勢改善、食生活アドバイス、遺伝子検査等、目的に
合わせた運動プログラムをご提供。皆様が自分の理想に変わ
るようバックアップ致します。

〒424-0876 静岡市清水区馬走北5-17-505
TEL 054-344-3986　FAX 054-344-1860

イーズィー イングリッシュ

簡単な英会話くらい
喋れるようになりたい！

英会話（旅行、日常生活、接客）
を丁寧指導いたします。週１回
５０分（毎月曜14:30～又は
16:40～初心者コース）で月謝
￥3,900。
教室：村松中自治会館
留学５年指導歴20年
永渕實 090-2921-4808

月謝3,900円（税込）

〒162-0843 東京都新宿区市谷田町2-19-1NBC市谷田町ビル2F
TEL 0120-677-721　FAX 0120-017-073
http://www.nbc-consul.co.jp/

NBCコンサルタンツ㈱

秋の経営者大學2015
～優秀な社員が辞めない７つの仕組み～【10/22（木）静岡

商工会議所　静
岡事務所会館】お
申込方法は弊社
ホームページ（「Ｎ
ＢＣコンサルタン
ツ」で検索）よりお
申込みいただくか、
お電話ください。

1名様3,000円（税込）

〒424-0879 静岡市清水区有度本町5-18
TEL 054-368-7023　FAX 054-368-7023
http://www.mokupere.com/

もくぺれ×GALLERY kino

10/23～11/8珈琲を愉しむ器展
もくぺれ×GALLERY kinoオープン1周年を祝し『珈琲を愉し

む器展』を開催い
たします。10/25
は鳥仙珈琲出店し
ます。出展陶芸作
家：鈴木進・高田
かえ・小峠貴美子・
片瀬和宏・小林敦
ほか

500～6,000円（税込）

〒424-0817 静岡市清水区銀座14-14
TEL 054-366-1022　FAX 054-366-1116
http://www.ihara8.com 

風土菓庵原屋（㈲清水庵原屋）

「和三盆ぷりん」年末年始限定赤富士の掛紙
ご好評頂いている「和
三盆ぷりん」、今月下旬
から年末年始限定にて
おめでたい「赤富士」の
パッケージにてご用意
致します。「静岡茶ぷり
ん」とのお詰合は伊勢
丹本支店のギフトセンタ
ーでもお求め頂けます。

各1個 335円（税込）

異臭分析・異物分析おまかせください！
お客様の「困った」をサポートします！！食品や包材など、におい
や異物に関するお困り事がございましたらお気軽にご相談くだ
さい。クレームの対応をはじめ、製品開発のサポートまでトータル
に対応いたします。



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

プロダクト・グラフィック・ロゴなどのデザインから2D/3DCG制作、
デザインコンサルタントまで、お客様のニーズに合わせて行っており
ます。また、照明用光学レンズも開発できるユニークな会社です。

製品開発の頼れるパートナーを目指します。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-604号室
TEL 054-351-1131
http://tera-design.daa.jp

㈱テラデザインスタジオ

　静岡市清水産業・情報プラザでは、静岡市の起業家、創業者の育成を通じて産業
の振興を図るため、これから起業しようとしている方や創業から５年以内の方を対
象とした創業者育成室を設けています。
　大小あわせて３２部屋のうち、２５社２９室の起業家が入居しています（9/1現在）。
入居者交流事業として、講師を招いての研修会・交流会（年９回）や、地域の方々との交
流と、入居者の事業ＰＲを目的とした創業者フェア（年１回）などを開催しております。
　平成１４年にオープンした創業者育成室の卒業者は約１００社を数え、研修会・
交流会では現入居者とＯＢが交流を深めたり、情報交換を行うなど、育成室のネット
ワークが静岡市内はもとより県内外にまで広がっています。
　今月号より複数回に渡り、入居者の方々のご紹介を行います。

高校や大学といった教育機関と民
間企業の産学官連携を推進してい
ます。先生方による研究事例の発表
会を定期的に開催し、交流を深めて
います。

・ 昨年の秋の祭典＆創業者フェアのようす（H２６.１１.２９～３０）・ 講師を招いた研修会

産業の育成を通じて産

起業家入居中！起業家入居中！起業家入居中！静岡市清水産業・静岡市清水産業・
情報プラザに情報プラザに
静岡市清水産業・
情報プラザに

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-601号室
TEL 054-353-0300
http://carcoon.jp/

㈱クフウ

持ち運び可能な簡易塗装ブースの販売
英国カークーン社の日本販売元として、車やバイクのサビを防

止する特殊ボディ
カバー「カークーン」
を取り扱っています。
簡易塗装・クリーン
ブース「ワークステ
ーション」は普通車
で持ち運び可能な
コンパクトサイズ！

「産学官交流」講演会も
開催しています！

・ 当プラザのほか高校や大学でも開催しています。

静岡商工会議所 新産業課 TEL:355-5400 静岡市清水区相生町6-17清水産業情報プラザ
詳しくは

問合せ先



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-716号室
TEL 054-355-4550　FAX 054-355-4551
http://www.bse-jp.com/company/

BSE JAPAN㈱
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-615号室
TEL 054-397-0517　FAX 054-397-0817
http://kankyo-system.jimdo.com/

カンキョウシステム㈱

特価5,800円（税込）

安心・安全な
システム作りの
パートナー

安心・安全な水の提供!特
許製法「ウェッジ・イオンセラ
ミック」により安心、安全、
ミネラル豊富なおいしい水を
水道水等から作ることがで
きます。お茶、ご飯等おいしく
いただき自己治癒力を高め
ましょう。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-616号室
TEL 054-376-5267　FAX 054-376-5268
http://leverage-agent.com

㈱レバレッジエージェント

10,800円（税込）

Cpstyleであなたのお店を紹介しませんか？
Cpstyle静岡市というポータルサイトを運営しています。携帯・
スマホ・PCどの端末からでも見られる情報ページを作れて、SNS

やブログとの連携も出来ます。
しかも月々の広告宣伝費が
大手の1/10以下。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-609号室
TEL 080-1554-4778　FAX 054-364-0628

デザインオフィス Familiar-S

ありがとうをカタチに♪
『ありがとう』をちゃんと伝えたい。そんな方々のためのデザインオ
フィスです。結婚式等での生い立ち・祝福ムービー、家族や友人

へのプレゼント等々、思いを込めたオン
リーワンギフト・演出を提供しています。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-606号室
TEL 050-5580-9890
http://double-m-inc.weebly.com/

㈱ダブルエム

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17-710号室
TEL＆FAX 054-355-1458

静達商事㈱

モノを通してものづくり文化を広める
テレビ、ネットでよく中国のお客様の爆買いが見られますが、これは
日本の品質に信頼を置いているからです。モノを通してものづくり

文化を伝え、職人たちのモノに
対する愛情と、モノを大切に使
用する感情を広めていきます。

合理的な施設園芸を通して日本を発展させよう
植物の純光合成速度を最大にするように温室内の環境を制

御するシステムを開発・
販売する企業です。世界
初の温室作物環境計算
ソフト(DM-CALC)や、温
室内に取り付ける各種セ

ンサーや制御
機も開発して
います。

韓国系小型音響部品の輸入販売会社です
私たちは、韓国の上場企業、ＢＳＥ Ｃｏ．，ＬＴＤ．の日本販売会社
です。携帯電話や、自動車のナビゲーションで使われる、音声
認識やハンズフリー通話用のマイクロフォンを輸入して、日本
国内のメーカーに販売を行っております。



静岡商工会議所報「Sing」に貴社のPRチラシを同封します
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができる。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できる。
※A4チラシ郵送の場合、@63円（特別料金適用）×1３,000社＝８１９,000円。当サービスでは10８,000円。

【利用料金】 （単位：円　消費税込み）

チラシ
サイズ

Ａ４まで 折りなし １０８，０００円
Ａ３まで ２つ折り １２９，６００円

仕上がりＡ４まで ８ページ以内 １５１，２００円
仕上がりＡ４まで ８ページ超 １５１,２００円に４ページ増す毎に２１，６００円加算

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

　

当
社
は
、飲
食
や
エ
ス
テ
、服
飾
の
店
舗
で
の

接
客
業
を
通
じ
て
、温
か
み
の
あ
る
心
か
ら
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
根
元
と
し
、お
客
様

に
心
か
ら
満
足
し
て
頂
き
、感
動
し
て
頂
き
、心

豊
か
な
社
会
・
笑
顔
が
溢
れ
る
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、会
社
の
発
展
・
繁
栄
、社
員
の
幸
福
、関
連

会
社
・お
取
引
先
様
の
繁
栄
に
よ
っ
て
、雇
用
、文

化
を
創
造
し
、社
会
発
展
に
貢
献
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
７
日
㈯
〜
８
日
㈰
に
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
東
口

で
、私
た
ち
青
年
部
主
催
の『
第
８
回
清
水
み
な

と
屋
台
ま
つ
り
』を
開
催
し
ま
す
！
今
年
は
静

岡
地
場
の
農
家
さ
ん
に
よ
る
特
設
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
、『
食
』を
テ
ー
マ
と
し
た
青
空
市
場（
マ
ル
シ

ェ
）も
出
店
致
し
ま
す
。静
岡
地
場
の
優
良
農
家

さ
ん
が
作
っ
た
生
鮮
野
菜
の
購
入
機
会
を
提
供

す
る
と
共
に『
屋
台（
飲
食
店
）』と『
生
産
者

（
農
家
）』が
同
じ
場
所
に
会
す
る
こ
と
で
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
機
会
と
捉
え
、開
催
後
の
地
域

活
性
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈱龍享　代表取締役
静岡商工会議所青年部 平成27年度 理事・組織活性委員会 副委員長

星座 ： おとめ座  血液型 ： O型  趣味 ： 映画鑑賞
TEL ： 054-364-8073

坪井隆幸さん

　

当
社
は「
足
を
心
地
よ
く
、脚
を
う
つ
く
し

く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、外
反
母
趾
や
偏
平
足
な
ど

様
々
な
足
の
悩
み
を
持
つ
方
に
対
し
、足
の
健
康

を
取
り
戻
し
、快
適
に
歩
け
る
靴
を
開
発
・
販
売

し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
す
。靴
医
学
と
人
間
工
学

に
基
づ
く
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
た
商
品
は
、

ブ
ラ
ン
ド
誕
生
か
ら
16
年
間
で
３
０
０
万
足
を

超
え
る
販
売
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

私
は
直
営
店「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
ａ
ｂ（
ア

カ
イ
シ
ラ
ボ
）」で
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、足
に

合
う
靴
が
無
く
て
困
っ
て
い
る
方
の
靴
選
び
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。お
客
様
か

ら「
こ
の
前
の
靴
、旅
行
で
た
く
さ
ん
歩
い
て
も

全
然
痛
く
な
ら
な
か
っ
た
よ
！
」な
ど
喜
び
の
お

声
を
い
た
だ
く
と
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

休
日
は
友
人
と
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
を
し

て
、日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
す
。最
近
で

は
熱
海
に
あ
る
来
宮
神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
景
色
も
良
く
、空

気
も
新
鮮
な
の
で
オ
ス
ス
メ
な
場
所
で
す
。

㈱AKAISHI　AKAISHI Lab本店 シューフィッター

星座 ： おとめ座　血液型 ： B型　趣味 ： テニス、パワースポット巡り
TEL ： 0800-300-5551

住田　渚さん

「
足
を
心
地
よ
く
、

脚
を
う
つ
く
し
く
」

靴
選
び
の
お
手
伝
い
を

　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。

飲
食
店
と
農
家
の

ビ
ジ
ネ
スマッ
チ
ン
グ
に

つ
な
げ
た
い



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

仁科亜弓さん

作曲家、音楽プロデューサー

Ayumi Nishina

Ｃ
Ｍ
曲
を
制
作
。富
士
山
静
岡
空
港
の
Ｃ
Ｍ
音

楽
は
仁
科
さ
ん
の
作
品
。Ｃ
Ｍ
曲
以
外
に
も
企

業
Ｐ
Ｖ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
、イ
ベ
ン
ト
、映

画
音
楽
な
ど
、手
掛
け
る
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
広
い
。

　

曲
作
り
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は「
ち
ょ
っ
と

難
し
い
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、『
振
り
切
れ
て

い
る
』か
、ど
う
か
で
す
」。つ
ま
り
、無
難
に
収
め

る
の
で
は
な
く
、自
分
ら
し
さ
が
ち
ゃ
ん
と
出
せ

て
い
る
か
だ
と
い
う
。「
音
楽
っ
て
、時
代
の
先
取

り
を
し
て
い
る
よ
う
な
前
衛
的
な
表
現
が
、や
っ

て
も
許
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で

　

幼
少
の
頃
か
ら
音
楽
を
学
び
、育
っ
た
。14
歳

の
時
に
将
来
、音
楽
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
の

思
い
を
強
く
し
た
と
い
う
。大
学
在
学
中
に
作

曲
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。「
音
楽
関
係
者
か
ら

『
Ｃ
Ｍ
の
音
楽
を
作
っ
て
み
な
い
か
』と
頼
ま
れ
、

作
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」。

　

広
告
音
楽
の
制
作
に
携
わ
っ
て
18
年
。お
茶

の
間
で
お
馴
染
の
伊
藤
園
、資
生
堂
、ラ
イ
オ

ン
、キ
ッ
コ
ー
マ
ン
、エ
バ
ラ
な
ど
１
５
０
以
上
の

す
。そ
こ
を
見
せ
た
い
し
、力
を
使
う
と
こ
ろ
で

す
ね
」。

　
マ
ラ
ソ
ン
と
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
が
趣
味
の
仁
科
さ

ん
。京
都
や
徳
島
な
ど
各
地
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

走
破
。原
動
力
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
陸
上

部
に
所
属
、静
岡
市
内
の
大
会
で
２
位
入
賞
の

経
験
も
あ
る〝
ア
ス
リ
ー
ト
魂
〞だ
。「
静
岡
マ
ラ

ソ
ン
は
２
回
出
ま
し
た
が
、大
会
当
日
の
朝
、都

内
の
自
宅
を
出
て
間
に
合
う
。東
京
か
ら
１
時

間
で
参
加
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
い
う
こ
と

を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
」。実
際
、交
通
が
不
便
な
国
内
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
も
あ
る
。「
東
京
の
人
た
ち
は
１
時
間
く

ら
い
の
移
動
っ
て
普
通
に
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。利
便
の
良
さ
は
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
の
ウ
リ
の
一

つ
で
す
よ
」。

　

仁
科
さ
ん
は
バ
ン
ド
の
演
奏
も
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
。「
東
静
岡
駅
エ
リ
ア
に
は
、広
い
土
地
が

あ
り
、音
楽
フ
ェ
ス
の
よ
う
な
大
型
イ
ベ
ン
ト
を

ぜ
ひ
企
画
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
す
。「
最

近
の
フ
ェ
ス
や
、ロ
ッ
ク
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、地
元

の
名
物
が
食
べ
ら
れ
る
屋
台
な
ど
が
出
店
し
、

音
楽
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、そ
こ
で
一
日
中
楽

し
め
る
企
画
に
し
て
い
ま
す
」と
、地
域
と
一
体

と
な
っ
た
フ
ェ
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を
指
摘
す
る
。

　
「
も
し
清
水
周
辺
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
開
催

さ
れ
た
ら
、出
場
し
て〝
い
ち
ご
街
道
〞を
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
で
走
っ
て
み
た
い
」。そ
ん
な
夢
も
描
く
。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
：
仁
科
さ
ん
提
供
）

多
く
の
Ｃ
Ｍ
音
楽
を
作
曲

静岡市駿河区生まれ。県立静岡東高校卒業。大学は文学部に進み、在学中から
主にＣＭの作曲活動に入る。オリジナリティー溢れる独自の世界観、演出が評
価され、手掛けたＣＭ曲は伊藤園、ロート製薬、ＦＡＮＣＬなど150曲を超す。企
業PVや映画音楽、イベント・キャンペーンソングなど幅広いジャンルで活躍中。
メイン４人組のバンドを結成し、千葉・幕張で開かれる「サマーソニック」に毎年
出演。今年８月、静岡市で第３回「サウンドロゴ・アウトテイク展／仁科亜弓」を
開催した。公立学校で音楽に関する特別授業や講演なども行う。
http://ayumi-miracle.com/

経 歴

東京から１時間で
行ける静岡マラソン

音
楽
フ
ェ
ス
の
企
画
を



JR静岡駅
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「
ド
ン・岩
﨑
」は
、Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
南
口
か
ら

徒
歩
３
分
、ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
の
む
か

い
に
あ
り
ま
す
。オ
ー
ナ
ー
シ
ェフ
の
岩
﨑
成

隆
さ
ん
は
１
９
８
３
年
開
業
の
静
岡
タ
ー
ミ
ナ

ル
ホ
テ
ル
地
階
の
ル・セ
ー
ル
の
シ
ェフ
を
25
年

間
つ
と
め
ま
し
た
が
、ホ
テ
ル
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

に
伴
い
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
、２
０
０
７

年
、44
歳
で
当
店
を
開
店
。翌
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
、フ
ラ
ン
ス
料

理・日
本
料
理
と
経
営
の
勉
強
を
続
け
、お
客

様
第
一
主
義
で
、お
客
様
の
意
見
を
採
り
入

れ
た
店
づ
く
り
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
鉄
板
の
な
い
個
室
や
テ
ー
ブ

ル
席
。料
理
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
商
談
が
中
断
し

た
経
験
か
ら
考
え
た
、接
待
や
友
人
と
の
会

話
を
楽
し
む
お
客
様
の
た
め
の
空
間
で
、個
室

は
週
末
、お
子
様
連
れ
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
平
等
を
心
が
け
、

安
い
コ
ー
ス
で
も
、と
て
も
満
足
で
き
ま
す
。

　

肉
は
、値
段
を
下
げ
て
、グ
レ
ー
ド
を
上
げ
、

静
岡
そ
だ
ち
を
は
じ
め
、入
手
の
難
し
い
近

江
、仙
台
な
ど
の
い
い
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

中
ま
で
熱
が
通
る
よ
う
に
、お
客
様
が
来
店

す
る
30
分
前
に
切
っ
て
室
温
に
近
い
状
態
に

し
て
お
き
、両
面
に
焼
き
色
を
付
け
て
、好
み

の
焼
き
加
減
ま
で
じ
わ
じ
わ
と
熱
を
加
え
て

い
き
ま
す
。わ
さ
び
、秋
田
の
醤
油
、バ
タ
ー

ベ
ー
ス
の
ソ
ー
ス
、フ
ラ
ン
ス
産
や
イ
ギ
リ
ス
産

の
高
級
塩
で
、い
た
だ
き
ま
す
。

　

前
菜
、オ
ー
ド
ブ
ル
、ス
ー
プ
、魚
料
理
、肉

料
理
、季
節
の
焼
き
野
菜
、焼
き
飯
、デ
ザ
ー

ト
と
、味
わ
い
深
い
料
理
が
、き
め
細
か
い
サ
ー

ビ
ス
と
と
も
に
次
々
に
登
場
し
、至
福
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地産地消

鉄
板
焼
き
レ
ス
ト
ラ
ン

ド
ン・岩
﨑

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

フルコース6000円、8400円、
11500円、15000円。要予約。
サービス料別途10％。
17時～22時（L.0.21時）。
月曜定休。
カウンター16席。テーブル10席。
個室６名。宴会30名まで。
静岡市駿河区森下町1-30
TEL ０５４‐202-7255

特選国産牛ヒレステーキ100g

記念日ケーキ（無料。前日までに予約を）

活きエゾ鮑のステーキ・
松茸添え

松茸のピッツァ・フランス風

岩﨑成隆氏オーナーシェフ

話は

「
松
茸
＆
ポ
ル
チ
ー
ニ
茸
コ
ー
ス
」は
10
月
中
旬
ま
で
。ア
ミ
ュ
ー
ズ
、松
茸
の
ピ
ッ
ツ
ァ・フ
ラ
ン
ス
風
、フ
ォ
ア
グ
ラ
入
り
ポ
ル
チ
ー
ニ
茸
の
ス
ー
プ
、

活
き
エ
ゾ
鮑
の
ス
テ
ー
キ
・
松
茸
添
え
、特
選
国
産
牛
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
１
０
０ｇ
、季
節
の
焼
き
野
菜
、松
茸
入
り
鉄
板
焼
き
飯
、デ
ザ
ー
ト
、コ
ー

ヒ
ー
ま
た
は
紅
茶
。１
１
０
０
０
円
。お
二
人
様
か
ら
承
り
ま
す
。２
日
前
ま
で
に
ご
予
約
を
。



認定支援機関認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）（会計士、税理士、中小企業診断士）

認定支援機関
（会計士、税理士、中小企業診断士）

金融機関金融機関金融機関

経営改善支援センター経営改善支援センター
（静岡商工会議所）（静岡商工会議所）

経営改善支援センター
（静岡商工会議所） 中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者中小企業・小規模事業者

利用申請から支払決定までの流れ利用申請から支払決定までの流れ

事業の流れ事業の流れ

静岡県経営改善支援センター〔静岡商工会議所内〕 静岡市葵区黒金町20-8　☎054-275-1880

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は、一定の要件の下、認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し、中小企業・小規模事業者が認定支援機関に
対し負担する経営改善計画策定支援に要する計画策定費用及びフォローアップ費用の総額について、経営改善支援
センターが、3分の2（上限200万円）を負担するものです。

●費用の
1/3を
負担

●計画策定支援
●金融支援協議
 サポート
●フォローアップ
●デューデリジェンス
（資産査定）

支援の申込み・策定支援

対象となる事業者

●中小企業・小規模事業者と本事業に係る認定支援機関は、連名で、経営改善支援センターに対し経営改善計画の策定を申込みます。
●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者に対して経営改善計画の策定支援を実施します。

策定計画の提出・確認

●認定支援機関は、関係金融機関が合意した経営改善計画・金融支援等を経営改善支援センターに提出します。
●経営改善支援センターは、認定支援機関から提出された計画を確認し、費用の2/3を支出します。

フォローアップ

●認定支援機関は、中小企業・小規模事業者の計画達成状況について定期的なモニタリングを行い、その結果を経営改善支援センターに
報告します。（フォローアップ費用も支援対象）

金融支援等の協議

●認定支援機関のサポートを受けて、中小企業・小規模事業者は、策定した経営改善計画に基づく金融支援について、金融機関と協議します。

静岡県経営改善支援センター

静岡県中小企業再生支援協議会に『静岡県経営改善支援センター』が新設されました。
本事業は 一定の要件の下 認定支援機関が経営改善計画の策定を支援し 中小企業・小規模事業者が認定支援機関に

静岡県経営改善支援センター

経営計画策定費用及び経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額フォローアップ費用総額の　 負担負担23

経営計画策定費用及び
フォローアップ費用総額の　 負担23

お問い合わせ先

認定支援
機関と連名
で申込み

支援決定

金融支援等
に関する協議

事業内容や財務状況など、
経営上の課題を抱え、金融
支援等を必要としている
中小企業・小規模事業者

費
用
の　

を
支
援

2/3



静岡商工会議所 静岡県地域ジョブ・カードセンター
TEL 054-353-3407（直通）／FAX 054-353-3443
〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17

お問い合わせは

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
書
の
作
成
、

静
岡
労
働
局
へ
の
提
出

新
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
へ
の

記
入・作
成

訓
練
計
画
届
の
作
成
、

静
岡
労
働
局
へ
の
提
出

ジョブ・カード作成
アドバイザーとの面接

（キャリア・コンサルティング）

ジョブカードを活用したOff-JT（座学等）とOJT（実習）を効果的に組み合わせた有期実習型訓練を通じ、有能な人材を育成したい企業
と正社員の経験が少ない求職者とのマッチングを促進する国の制度です。

求職者の職業能力を証明するA4版の大きさの5種類のシート（①キャリア・プランシート、②職務経歴シート、③免許・資格シート、
④学習歴・訓練歴シート、⑤訓練成果・実務成果シート）です。

有期実習型訓練の実施

終了後に支給される助成金でコスト負担を軽減！終了後に支給される助成金でコスト負担を軽減終了後に支給される助成金でコスト負担を軽減！終了後に支給される助成金でコスト負担を軽減！

訓
練
生
の
募
集（
求
人
）

新
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
を
活
用
し
た
求
職
者
と
の
面
接（
訓
練
生
の
選
考・決
定
）

訓
練
開
始
届
の
提
出

評
価
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
職
業
能
力
の
評
価

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金（
人
材
育
成
コ
ー
ス
）の
支
給
申
請

正
社
員
と
し
て
採
用

ジョブ・カード制度

新ジョブ・カード

新ジョブ・カードで
マッチング！

就
職
活
動
で
の

新
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
の
活
用

静
岡
労
働
局
で
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
書
と

訓
練
計
画
届
の
確
認

新ジョブ・カード

発
行
  静
岡
商
工
会
議
所
  静
岡
市
葵
区
黒
金
町
20-8 〒

420-0851  企
画
広
報
室
 ＴＥＬ

．054-253-5111
印
刷
  ナ
ガ
ハ
シ
印
刷
株
式
会
社

http://w
w
w
.shizuoka-cci.or.jp

info@
shizuoka-cci.or.jp


